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はじめに

こ こ では、次の内容について説明し ます。

 • 対象読者および使用（vii ページ）

 • 表記法（vii ページ）

 • Cisco Unity Connection のマニ ュ アル（viii ページ）

 • マニ ュ アルの入手方法およびテ ク ニカル サポー ト （viii ページ）

 • シ ス コ製品のセキ ュ リ テ ィ （ix ページ）

対象読者および使用
こ のマニ ュ アルでは、Cisco Unity Connection と サポー ト 対象バージ ョ ンの Cisco Unified 
Communications Manager と の連動を設定する手順について説明し ます。SIP ト ラ ン ク を介し た 
Cisco Unity Connection と の連動がサポー ト さ れてい る  Cisco Unified CM のバージ ョ ンの リ ス ト
については、『Cisco Unity Connection の互換性マ ト リ ク ス』
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_device_support_tables_list.html）を参照し て
く だ さ い。

表記法
『SIP Integration Guide for Cisco Unity Connection Release 11.x』では、次の表記法を使用し ています。

表 1 『SIP Integration Guide for Cisco Unity Connection Release 11.x』の表記法 

表記法 説明

太字 次の場合は太字を使用し ます。

 • キーおよびボ タ ン名（例：[OK] を選択し ます）。

 • ユーザが入力する情報（例：[ユーザ名（User Name）] ボ ッ ク スに 
Administrator と 入力し ます）。

< >

（山カ ッ コ）

ユーザが値を指定するパ ラ メ ータ を囲むために使用し ます（例：
[コ マン ド  プ ロ ンプ ト （Command Prompt）] ウ ィ ン ド ウ で ping 
<IP ア ド レ ス> と 入力し ます）。
vii
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『SIP Integration Guide for Cisco Unity Connection Release 11.x』では、次の表記法も使用し ます。

Cisco Unity Connection のマニュアル
Cisco.com にあ る  Cisco Unity Connection のマニ ュ アルの説明 と  URL については、
『Documentation Guide for Cisco Unity Connection』を参照し て く だ さ い。こ のマニ ュ アルは Unity 
Connection に同梱さ れてお り 、次の URL か ら も入手で き ます。
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/roadmap/11xcucdg.html

Cisco Business Editionに関するマニュアル リ フ ァ レンス 
Unity Connection 11.x マニ ュ アル セ ッ ト では、Cisco Business Edition への参照は Business Edition 
6000 および 7000 に適用さ れます。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポー ト
マニ ュ アルの入手方法、テ ク ニカル サポー ト 、その他の有用な情報について、次の URL で、毎月
更新さ れる『What's New in Cisco Product Documentation』を参照し て く だ さ い。シ ス コ の新規およ
び改訂版の技術マニ ュ アルの一覧も示さ れています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は Really Simple Syndication（RSS）フ ィ ード と し て購
読でき ます。また、リ ーダー アプ リ ケーシ ョ ンを使用し てコ ンテンツがデス ク ト ッ プに直接配信さ
れる よ う に設定する こ と も でき ます。RSS フ ィ ード は無料のサービ スです。シス コは現在、RSS 
バージ ョ ン 2.0 をサポー ト し ています。

- 

（ハイ フ ン）

同時に押す必要があ る キーを表し ます（例：Ctrl-Alt-Delete を押し
ます）。

> 

（右向き の山カ ッ コ）

メ ニ ュー上の選択項目を区切る ために使用し ます （例：Windows の 
[ス ター ト ] メ ニ ューか ら  [プ ロ グ ラ ム] > [Cisco Unified 
Serviceability] > [Real-Time Monitoring Tool] の順に選択し ます）。

Cisco Unity Connection Administration のナビゲーシ ョ ン  バー （例：
Cisco Unity Connection Administration で、[シ ス テム設定] > [詳細設
定] と 展開し ます）。

表 1 『SIP Integration Guide for Cisco Unity Connection Release 11.x』の表記法 （続き）

表記法 説明
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シスコ製品のセキュ リ テ ィ
本製品には暗号化機能が備わってお り 、輸入、輸出、配布および使用に適用される米国および他
の国での法律を順守する も の と し ます。シ ス コ の暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗号化
技術の輸入、輸出、配布、および使用を許可さ れたわけではあ り ません。輸入業者、輸出業者、販売
業者、およびユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があ り ます。本製品を使用す
る にあたっては、関係法令の順守に同意する必要があ り ます。米国および他の国の法律を順守で
き ない場合は、本製品を至急送 り 返し て く だ さ い。

米国の輸出規制の詳細については、http://www.access.gpo.gov/bis/ear/ear_data.html で参照でき ます。
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『SIP Integrat
C H A P T E R 1

連動の説明

はじめに
SIP ト ラ ン ク連動は、SIP プ ロ ト コルを使用し て Unity Connection と  Cisco Unified CM 間の通信
を確立する方法です。

SIP ト ラ ン ク を介し た  Cisco Unity Connection と の連動がサポー ト さ れてい る  Cisco Unified CM 
のバージ ョ ンの リ ス ト については、『Cisco Unity Connection の互換性マ ト リ ク ス』
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_device_support_tables_list.html）を参照し て
く だ さ い。

連動の機能
Cisco Unity Connection と の Cisco Unified CM SIP ト ラ ン ク連動には、次の機能が用意さ れてい
ます。

 • パーソ ナル グ リ ーテ ィ ン グへの自動転送

 • 通話中グ リ ーテ ィ ン グへの自動転送

 • 発信者 ID

 • 容易な メ ッ セージ ア ク セス（ユーザは ID を入力し な く て も メ ッ セージを取得で き ます。
Cisco Unity Connection では、通話発信元の内線番号に基づいてユーザを識別し ます。パス
ワー ド が必要にな る場合があ り ます）。

 • 識別さ れたユーザの メ ッ セージ（Cisco Unity Connection では、転送さ れた内線通話中に メ ッ
セージを残し たユーザを、通話発信元の内線番号に基づいて自動的に識別し ます）。

 • メ ッ セージ待機イ ンジケータ（MWI）

こ の連動の機能は、次に説明する問題の影響を受け る場合があ り ます。

Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony（SRST）ルータの使用

ネ ッ ト ワーク に Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony（SRST）ルータ が含まれてい る状
況で、Cisco Unified SRST ルータ が Cisco Unified CM か ら通話処理機能を引き継いだ場合（WAN 
リ ン ク のダ ウ ンなどの理由で）、支社の電話機は動作を続行で き ます。ただ し、こ の場合は、連動
機能に次の制約が加え られます。

 • 通話中グ リ ーテ ィ ン グへの通話転送：Cisco Unified SRST ルータ が PSTN に対し て FXO/FXS 
接続を使用し ている状況で、支社か ら  Cisco Unity Connection に着信が転送さ れた場合、通話
中グ リ ーテ ィ ン グ を再生する こ と はで き ません。
1-1
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連動の機能
 • 内線グ リ ーテ ィ ン グへの通話転送：Cisco Unified SRST ルータ が PSTN に対し て FXO/FXS 接
続を使用し ている状況で、支社か ら  Cisco Unity Connection に着信が転送さ れた場合、内線グ
リ ーテ ィ ン グ を再生する こ と はで き ません。PSTN は FXO 回線の発番号を提供する ため、発
信者はユーザ と し て識別さ れません。

 • 着信転送：PSTN に到達する にはア ク セ ス  コー ド が必要であ る ため、Unity Connection か ら支
社への着信転送は失敗し ます。

 • 識別さ れている ユーザの メ ッ セージ：Cisco Unified SRST ルータ が PSTN に対し て FXO/FXS 
接続を使用し、支社のユーザが メ ッ セージを残し た り 通話を転送し た り する場合、そのユー
ザは識別さ れません。発信者は、身元不明発信者 と 表示されます。

 • メ ッ セージ待機イ ンジケータ：MWI は支社の電話機では更新さ れません。そのため、新規
メ ッ セージが到着し た場合や、すべての メ ッ セージを聞いた場合、MWI はその状況を正し く
反映し ません。WAN リ ン ク が再確立さ れた場合は、MWI を再同期化する こ と を推奨し ます。

 • ルーテ ィ ン グ規則：Cisco Unified SRST ルータ が PSTN に対し て FXO/FXS 接続を使用し てい
る状況で、支社か ら  Unity Connection に着信が到達し た場合（一般の着信ま たは転送呼）、
ルーテ ィ ン グ規則は失敗し ます。

Cisco Unified SRST ルータ が PRI/BRI 接続を使用し ている場合、支社か ら  Unity Connection への
通話の発信者 ID は、PSTN に よ って提供さ れる完全な番号（局番および内線番号） と な る場合が
あ る ため、Unity Connection ユーザの内線番号 と 一致し ない こ と があ り ます。こ のケースに該当
する場合は、代行内線番号を使用し て発信者 ID を認識する よ う に Unity Connection を設定で き
ます。

SRST を使用する場合は、Redirected Dialed Number Information Service（RDNIS）がサポー ト さ れ
ている必要があ り ます。

Cisco Unified SRST ルータ の設定については、該当する『Cisco Unified SRST System Administrator 

Guide』の「Integrating Voice Mail with Cisco Unified SRST」の章を参照し て く だ さ い。こ の ド キ ュ
メ ン ト は、
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps2169/products_installation_and_configuration_

guides_list.html にあ り ます。

AAR によ って転送されるボイス メ ール通話に与える  RDNIS の送信不能の影響 

自動代替ルーテ ィ ング（AAR）を使用する場合は、RDNIS がサポー ト されている必要があ り ます。

AAR では、WAN が加入過多の状態になった場合に、PSTN を介し て通話を転送で き ます。ただ
し、PSTN を介し て再転送さ れる場合は、RDNIS が影響を受け る こ と があ り ます。Cisco Unity 
Connection がその メ ッ セージ ク ラ イ アン ト に対し て リ モー ト であ る場合は、RDNIS 情報に誤 り
が生じ る こ と に よ り 、AAR が PSTN を介し て再転送する ボ イ ス  メ ール通話が影響を受け る こ と
があ り ます。RDNIS 情報が誤ってい る場合、通話はダ イ ヤル先のユーザのボ イ ス  メ ール ボ ッ ク
スに到達せず、代わ り に自動応答プ ロ ンプ ト を受信し ます。その場合、発信者は、到達先の内線番
号の再入力を要求さ れる こ と があ り ます。こ の動作は主に、電話通信事業者がネ ッ ト ワーク を介
し た RDNIS を保証で き ない場合の問題です。通信事業者が RDNIS の正常な送信を保証で き な
い理由は数多 く あ り ます。通信事業者に問い合わせて、回線のエン ド ツーエン ド で RDNIS の送
信を保証し ている かど う かを確認し て く だ さ い。オーバーサブス ク リ プシ ョ ンの状態になった  
WAN に対し て AAR を使用する代わ り の方法は、単に、オーバーサブス ク リ プシ ョ ンの状況で発
信者に リ オーダー ト ーンが聞こ え る よ う にする こ と です。
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複数の電話システムとの連動
Unity Connection は、複数の電話シ ス テム と 同時に連動で き ます。サポー ト さ れる最大の組み合
わせ数、および Unity Connection と 複数の電話シ ス テム を連動させる手順については、『Multiple 

Phone System Integration Guide for Cisco Unity Connection Release 11.x』を参照し て く だ さ い。こ の
ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/integration/guide/multiple_inte

gration/cuc11xintmultiple.html にあ り ます。

集中型ボイス メ ッ セージ
Unity Connection は、電話シ ス テム を使用し た集中型ボ イ ス  メ ッ セージをサポー ト し てお り 、
Avaya DCS、Nortel MCDN、Siemens CorNet などの専用プ ロ ト コルや、QSIG ま たは DPNSS などの
規格ベースのプ ロ ト コルなど、さ ま ざ ま な電話シ ス テム間ネ ッ ト ワーキン グ  プ ロ ト コルをサ
ポー ト し ています。集中型ボ イ ス  メ ッ セージは電話シ ス テム と その イ ン ターフ ォ ン  シ ス テム  
ネ ッ ト ワーク の機能であ り 、ボ イ ス  メ ールではない こ と に注意し て く だ さ い。Unity Connection 
では、電話シ ス テム と その イ ン ターフ ォ ン  シ ス テム  ネ ッ ト ワーキン グが正し く 設定されている
場合に、集中型ボ イ ス  メ ッ セージをサポー ト し ます。詳細については、『Design Guide for 

Cisco Unity Connection, Release 11.x』の「Integrating Cisco Unity Connection with the Phone System」
章の「Centralized Voice Messaging の項を参照し て く だ さ い。こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/design/guide/11xcucdgx.html 

にあ り ます。
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Cisco Unity Connection におけるボイス メ ッ
セージ ポー ト の使用方法の計画

ポー ト 設定の計画
電話シ ス テム をプ ロ グ ラ ミ ン グする前に、ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト を  Cisco Unity Connection で
どのよ う に使用するかを計画する必要があ り ます。次の考慮事項は、電話システムのプロ グ ラ ミ ン
グ（ハン ト  グループの設定、ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト へのコール転送など）に影響を与え ます。

 • イ ン ス ト ール済みのボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の数。

Unity Connection ク ラ ス タ では、他のサーバが機能停止し た場合に、すべてのボ イ ス  メ ッ
セージ ト ラ フ ィ ッ ク を処理する のに十分なポー ト が各 Unity Connection サーバに割 り 当て
られている必要があ り ます。

 • 通話に応答する ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の数。

 • 発信専用ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の数。こ のポー ト は、た と えば、メ ッ セージの到着通知の
送信、メ ッ セージ受信イ ンジケータ（MWI）の設定、および電話での録音および再生（TRAP）
接続の確立など を行います。

次の表は、Cisco Unity Connection Administration の [テレ フ ォ ニー統合（Telephony Integration）] > 
[ポー ト （Port）] で設定で き る、Unity Connection のボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の設定を示し てい
ます。

表 2-1 ボイス メ ッ セージ ポー ト の設定 

フ ィ ール ド 説明

有効化（Enabled） こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

サーバ（Server） （Unity Connection ク ラ ス タ が構成されている場合）こ のポー ト
を処理する  Unity Connection サーバの名前を選択し ます。

等し い数の応答ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト と 発信ボ イ ス  メ ッ
セージ ポー ト を  Unity Connection サーバに割 り 当てて、こ れら
のポー ト がボ イ ス  メ ッ セージ ト ラ フ ィ ッ ク を等し く 共有する
よ う に し ます。
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イ ンス ト ールするボイス メ ッ セージ ポー ト の数の決定
インス ト ールするボイス メ ッ セージ ポー ト の数の決定
イ ン ス ト ールする ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の数は、次の よ う な数多 く の要因に よ って決ま り
ます。

 • コール ト ラ フ ィ ッ ク がピーク状態の と き に Unity Connection が応答する通話の数。

 • 発信者が録音し てユーザが聞 く 個々の メ ッ セージの想定される長さ。

 • ユーザ数。

 • 発信専用に設定さ れる ポー ト の数。

 • メ ッ セージの到着通知のために発信する通話の数。

 • コール ト ラ フ ィ ッ ク がピーク状態の と き にア ク テ ィ ブにする  MWI の数。

 • コール ト ラ フ ィ ッ ク がピーク状態の と き に必要にな る  TRAP 接続の数 （TRAP 接続は、Unity 
Connection の Web アプ リ ケーシ ョ ンが電話で再生および録音する と き に使用し ます）。

 • コール ト ラ フ ィ ッ ク がピーク状態の と き に自動受付およびコール ハン ド ラ を使用する通話
の数。

 • Unity Connection ク ラ ス タ が設定さ れてい る かど う か。詳細については、「Unity Connection 
ク ラ ス タ に関する考慮事項」セ ク シ ョ ン（ 2-3 ページ）を参照し て く だ さ い。

シ ス テム  リ ソースが未使用ポー ト に割 り 当て られない範囲で、必要な数のボ イ ス  メ ッ セージ 
ポー ト だけを イ ン ス ト ールする こ と を推奨し ます。

コールへの応答（Answer 
Calls）

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

注意 Cisco Unified CM サーバに接続するすべてのボ イ ス  メ ッ
セージ ポー ト で、[コールへの応答（Answer Calls）] チェ ッ
ク ボ ッ ク スがオンになっている必要があ り ます。オフに
なっている と 、Unity Connection への通話が応答さ れない
場合があ り ます。

メ ッ セージ通知を実行する
（Perform Message Notification）

ポー ト をユーザに対する メ ッ セージ通知用に指定する には、こ
のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

MWI 要求を送信する（Send 
MWI Requests）

ポー ト での MWI のオン /オフ を指定する には、こ のチェ ッ ク
ボ ッ ク ス をオンに し ます。

TRAP 接続を許可する
（Allow TRAP Connections）

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにする と 、ユーザは Unity 
Connection の Web アプ リ ケーシ ョ ンで電話機を録音および再生
デバイ ス と し て使用する こ と がで き ます。

表 2-1 ボイス メ ッ セージ ポー ト の設定（続き）

フ ィ ール ド 説明
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通話に応答するボイス メ ッ セージ ポー ト の数の決定  
通話に応答するボイス メ ッ セージ ポー ト の数の決定
ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト が応答する通話は、身元不明の発信者やユーザか ら の着信コールで
あ る こ と も あ り ます。通常、通話に応答する ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト は、稼働率が最も高 く な
り ます。

ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト は、通話への応答 と 発信（た と えば、メ ッ セージの到着通知を送信す
る）の両方を行 う よ う に設定で き ます。ただ し、ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト が複数の機能を実行す
る場合、稼働率の高い状態にあ る（た と えば、多数の通話に応答し ている） と きは、残 り の機能は
ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト が開放さ れる まで遅延さ れる こ と があ り ます（た と えば、応答する通
話数が減る まで メ ッ セージの到着通知を送信で き ない）。最高のパフ ォーマン ス を得る には、ボ
イ ス  メ ッ セージ ポー ト を応答専用 と 発信専用に分け ます。ポー ト の機能を分割する こ と に よ
り 、コ リ ジ ョ ンが発生する可能性を最小限に抑え る こ と がで き ます。こ の よ う に し た場合、Unity 
Connection がポー ト をオフ フ ッ ク に し て発信する と 同時に、着信コールがポー ト に到着し ます。

シ ス テムが Unity Connection ク ラ ス タ用に設定さ れてい る場合は、「Unity Connection ク ラ ス タ に
関する考慮事項」セ ク シ ョ ン（ 2-3 ページ）を参照し て く だ さ い。

発信するボイス メ ッ セージ ポー ト の数の決定
発信専用で コールに応答し ないポー ト は、次に示す 1 つ以上の処理を実行で き ます。

 • メ ッ セージが到着し た こ と を、電話、ポケ ッ ト ベル、ま たは電子 メ ールでユーザに通知する。

 • ユーザの内線で MWI のオン と オフ を切 り 替え る。

 • TRAP 接続を確立し て、ユーザが Unity Connection の Web アプ リ ケーシ ョ ンで電話機を録音
および再生デバイ ス と し て使用で き る よ う にする。

通常、こ の よ う なボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト は最も稼働率が低いポー ト です。

シ ス テムが Cisco Unity Connection ク ラ ス タ用に設定さ れてい る場合は、「Unity Connection ク ラ
ス タ に関する考慮事項」セ ク シ ョ ン（ 2-3 ページ）を参照し て く だ さ い。

注意 電話シ ス テム をプ ロ グ ラ ムする と きは、通話に応答で き ない Cisco Unity Connection のボ イ ス  
メ ッ セージ ポー ト （[コールに応答する（Answer Calls）] に設定さ れていないボ イ ス  メ ッ セージ 
ポー ト ）に通話を送信し ない よ う に し て く だ さ い。た と えば、ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト を  [MWI 
要求を送信する（Send MWI Requests）] だけに設定し た場合、そのポー ト に通話を送信し ないで
く だ さ い。

Unity Connection ク ラス タに関する考慮事項
シ ス テムが Unity Connection ク ラ ス タ用に設定さ れてい る場合は、さ ま ざ ま なシナ リ オでのボ イ
ス  メ ッ セージ ポー ト の使用方法について検討し て く だ さ い。

両方の Unity Connection サーバが機能し ている場合

 • ハン ト  グループは、着信を最初にサブス ク ラ イバ サーバに送信し、次に、サブス ク ラ イバ 
サーバで応答ポー ト を使用で き ない場合はパブ リ ッ シ ャ  サーバに送信し ます。

 • 両方の Unity Connection サーバがア ク テ ィ ブで、シ ス テムのボ イ ス  メ ッ セージ ト ラ フ ィ ッ ク
を処理し ます。
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Unity Connection ク ラス タに関する考慮事項
 • Cisco Unity Connection Administrationでは、等し い数のボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト が各 Unity 
Connection サーバに割 り 当て られる よ う にボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト が設定さ れます。こ の
マニ ュ アルでは、適切な時期にボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト を特定のサーバに割 り 当て る よ う
推奨し ています。

 • 1 つの Unity Connection サーバに割 り 当て られる ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の数は、他の 
Unity Connection サーバが機能停止し た と き にシ ス テムのすべてのボ イ ス  メ ッ セージ ト ラ
フ ィ ッ ク（応答 と 発信）を処理する のに十分であ る必要があ り ます。

ボ イ ス  メ ッ セージ ト ラ フ ィ ッ ク を処理する ために両方の Unity Connection サーバが機能し
ている必要があ る場合は、いずれかのサーバが機能停止する と シ ス テムの容量は十分ではな
く な り ます。

 • 各 Unity Connection サーバには、ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト 数の合計の半分が割 り 当て られ
ます。

すべてのボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト が 1 つの Unity Connection サーバに割 り 当て られる と 、も
う  1 つの Unity Connection サーバは通話に応答し た り 、発信し た り で き な く な り ます。

 • 各 Unity Connection サーバには、通話に応答し、（た と えば、MWI を設定する ために）発信で き
る ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト が必要です。

1 つの Unity Connection サーバだけが機能し ている場合

 • 電話シ ス テムのハン ト  グループが、機能し てい る  Unity Connection サーバにすべての通話を
送信し ます。

 • 機能し ている  Unity Connection サーバは、シ ス テムのすべてのボ イ ス  メ ッ セージ ト ラ フ ィ ッ
ク を受信し ます。

 • 機能し ている  Unity Connection サーバに割 り 当て られる ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の数は、シ
ス テムのすべてのボ イ ス  メ ッ セージ ト ラ フ ィ ッ ク（応答 と 発信）を処理する のに十分であ る
必要があ り ます。

 • 機能し ている  Unity Connection サーバには、通話に応答し、（た と えば、MWI を設定する ため
に）発信で き る ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト が必要です。

機能し ている  Unity Connection サーバに通話応答用のボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト がない場合、
シ ス テムは着信コールに応答で き ません。同様に、機能し ている  Unity Connection サーバに
発信用のボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト がない場合、シ ス テムは（た と えば、MWI を設定する ため
に）発信で き ません。
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Cisco Unified Communications Manager SIP ト
ラ ン ク連動の設定

こ の章では、Cisco Unity Connection と の Cisco Unified Communications Manager SIP ト ラ ン ク連動
の設定方法について説明し ます。Unity Connection が Cisco Unified CM と 同じ サーバに Cisco 
Business Edition と し て イ ン ス ト ール さ れている構成の場合、こ のマニ ュ アルは該当し ません。

（注） 分散電話シ ス テムで ト ラ ン ク全体に MWI リ レーを設定する場合は、Cisco Unified CM のマニ ュ
アルを参照し て、要件や手順を確認する必要があ り ます。ト ラ ン ク全体に MWI リ レーを設定す
る場合、Unity Connection を設定する必要はあ り ません。 
 

Cisco Unified CM の保留音（MoH）機能は、Cisco Unified CM SIP ト ラ ン ク連動の監視転送が行わ
れている間は利用で き ません。

連動のタ スク
次の タ ス ク を実行し て  SIP ト ラ ン ク に よ り  Unity Connection と  Cisco Unified CM を連動させる
には、その前に、『Install, Upgrade, and Maintenance Guide for Cisco Unity Connection, Release 11.x, 』
の「Installing Cisco Unity Connection」の章の該当する タ ス ク を実行し、連動に向けて  Unity 
Connection サーバの準備を し ます。こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/install_upgrade/guide/11xcuciu

mgx.html か ら入手で き ます。

Cisco Unified CM SIP ト ラ ン ク連動を設定するには、次のタ スク  リ ス ト を使用し ます。

1. シ ス テムや機器の要件を確認し て、すべての電話シ ス テムおよび Unity Connection サーバが
要件を満た し ている こ と を確認し ます。「要件」セ ク シ ョ ン（3-2 ページ）

2. Unity Connection に よ る ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の使用方法を計画し ます。第 2 章
「Cisco Unity Connection におけ る ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の使用方法の計画」を参照し て く
だ さ い

3. Unity Connection が IPv6 ま たはデュ アル モー ド の IPv4 および IPv6 を使用し て Cisco Unified 
CM と 通信する場合は、次のサブ タ ス ク を実行し て く だ さ い。

a. Unity Connection サーバ上で IPv6 を イ ネーブルに し ます。『Cisco Unified Communications 

Operating System Administration Guide  for Cisco Unity Connection Release 10.x』の
「Settings」章の「Ethernet IPv6 Configuration Settings」の項を参照し て く だ さ い。こ の ド
キ ュ メ ン ト は http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.html 
か ら入手で き ます。
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要件
b. Cisco Unity Connection Administrationの [シ ス テム設定（System Settings）] > [全般設定
（General Configuration）] ページで、Unity Connection が着信 ト ラ フ ィ ッ ク を リ ッ ス ンする
場所を制御する  IP ア ド レ ッ シング  モー ド のオプシ ョ ン を選択し ます。IPv4、IPv6、ま た
は IPv4 と  IPv6 の両方か ら選択で き ます。設定のデフ ォル ト は IPv4 です。

4. Cisco Unified CM をプ ロ グ ラ ム し ます。「Cisco Unified CallManager電話シ ス テムのプ ロ グ ラ
ミ ン グ」セ ク シ ョ ン（3-3 ページ）

5. 連動を作成し ます。「Cisco Unified CM と の新し い連動の作成」セ ク シ ョ ン（3-22 ページ）

（注） 新し い電話シ ス テム、ポー ト  グループ、およびポー ト を追加する こ と で Cisco Unified 
CM ク ラ ス タ を さ ら に追加で き ます。各 Cisco Unified CM ク ラ ス タは個別の電話シ ス
テム連動です。

6. 連動をテ ス ト し ます。第 5 章「複数の連動用の新し いユーザ テンプレー ト の追加」を参照し
て く だ さ い。

7. こ の連動が 2 番目以降の連動であ る場合は、新しい電話システムに適し た新しいユーザ テン
プレー ト を追加し ます。第 5 章「複数の連動用の新し いユーザ テンプレー ト の追加」を参照
し て く だ さ い。

要件
Cisco Unified CM SIP 連動では、次の コ ンポーネン ト の構成がサポー ト さ れます。

 • [電話シ ス テム（Phone System）]

 – Cisco Unified CM

 – Cisco Unified CM の互換バージ ョ ンの詳細については、Cisco Unity Connection の互換性
マ ト リ ク ス
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_device_support_tables_list.html）を
参照し て く だ さ い。

 – Cisco Unified CM 内線番号の場合は、次のいずれかの構成がサポー ト さ れます。

 – （推奨）RFC 2833 で規定さ れた DTMF リ レーをサポー ト し てい る  SIP 電話機のみ。

 – SCCP 電話機 と  SIP 電話機の両方。

 – 比較的古い SCCP 電話モデルでは、正常な動作に メ デ ィ ア  ター ミ ネーシ ョ ン  ポ イ ン ト
（MTP）が必要にな る可能性があ る こ と に注意し て く だ さ い。

 – 該当する電話機をネ ッ ト ワーク に接続する各場所の LAN 接続。

 – Cisco Unified CM ク ラ ス タ が複数あ る場合に、ユーザが ト ラ ン ク  ア ク セス  コー ド ま たは
プレ フ ィ ッ ク ス をダ イ ヤルする こ と な く 、別の Cisco Unified CM ク ラ ス タ の内線番号を
ダ イ ヤルで き る機能。

 • Unity Connection サーバ

 – 適切なバージ ョ ンの Unity Connection。Cisco Unity Connection の互換バージ ョ ンの詳細
については、Cisco Unity Connection の互換性マ ト リ ク ス
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_device_support_tables_list.html）を
参照し て く だ さ い。
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 – 『Install, Upgrade, and Maintenance Guide for Cisco Unity Connection, Release 11.x, 』の
「Installing Cisco Unity Connection」の章の手順に従って、Unity Connection が イ ン ス ト ー
ルされ連動の準備が整っている。こ の ド キ ュ メ ン ト は 
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/install_upgrade/guide/

11xcuciumgx.html か ら入手で き ます。

 – 適切な数のボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト を有効化する ラ イ セン ス。

Cisco Unified CallManager電話システムのプログラ ミ ング
Cisco Unified CM ソ フ ト ウ ェ アの イ ン ス ト ール後、次の手順を実行し て、Unity Connection と の連
動のために Cisco Unified CM 電話シ ス テム をプ ロ グ ラ ム し ます。

 • ク ラ ス タ がない Unity Connection：「ク ラ ス タ がない Unity Connection の場合」セ ク シ ョ ン
（3-3 ページ） の手順を実行し て く だ さ い。

 • ク ラ ス タ が設定さ れている  Unity Connection：「Unity Connection に ク ラ ス タ が設定さ れてい
る場合」セ ク シ ョ ン（3-12 ページ） の手順を実行し て く だ さ い。

ク ラス タがない Unity Connection の場合

すべてのユーザ電話機（電話番号）で使用さ れる コー リ ン グ  サーチ スペースが存在し ている必
要があ り ます。そ う し ない と 、連動が正常に機能し ません。コー リ ン グ  サーチ スペース を設定し
てユーザの電話機を割 り 当て る方法については、Cisco Unified CM の [ヘルプ（Help）] を参照し て
く だ さ い。

SIP ト ラ ン ク  セキュ リ テ ィ  プロ フ ァ イルを作成する

ステ ッ プ 1 Cisco Unified CM Administration で、[シ ス テム（System）] メ ニ ューの [セキ ュ リ テ ィ （Security）] に
移動し、[SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イル（SIP Trunk Security Profile）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イルの検索 と 一覧表示（Find and List SIP Trunk Security 
Profiles）] ページで、[新規追加（Add New）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）] ペー
ジの [SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イル情報（SIP Trunk Security Profile Information）] で、
次の設定を入力し ます。

表 3-1 [SIP ト ラ ン ク  セキュ リ テ ィ  プロ フ ァ イルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）] 

ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

[名前（Name）] Unity Connection SIP Trunk Security Profile、ま たは別の名前を入力
し ます。

説明 SIP trunk security profile for Cisco Unity Connection、ま たは別の説
明を入力し ます。
3-3
『SIP Integration Guide for Cisco Unity Connection Release 11.x』        

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/install_upgrade/guide/11xcuciumgx/11xcuciumg010.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/install_upgrade/guide/11xcuciumgx.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/install_upgrade/guide/11xcuciumgx.html


第3章     Cisco Unified Communications Manager SIP ト ラ ン ク連動の設定          

Cisco Unified CallManager電話システムのプログラ ミ ング
ステ ッ プ 4 [保存（Save）] を選択し ます。

SIP プロ フ ァ イルを作成する

ステ ッ プ 1 [デバイ ス（Device）] メ ニ ューで、[デバイ スの設定（Device Settings）] に移動し、[SIP プ ロ フ ァ イル
（SIP Profile）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [SIP プ ロ フ ァ イルの検索 と 一覧表示（Find and List SIP Profiles）] ページで、[検索（Find）] を選択し
ます。

ステ ッ プ 3 コ ピーする  SIP プ ロ フ ァ イルの右側で [コ ピー（Copy）] を選択し ます。

[デバイ スセキ ュ リ テ ィ
モー ド （Device Security 
Mode）]

Cisco Unified CM の認証や暗号化を有効化で き ない場合は、デフ ォル
ト の [非セキ ュ ア（Non Secure）] を受け入れます。

Cisco Unified CM の認証ま たは暗号化を有効にする場合は、[認証
（Authenticated）] ま たは [暗号化（Encrypted）] を選択し ます。次の 
Cisco Unified CM サーバの要件に注意し て く だ さ い。

 • TFTP サーバを設定する必要があ り ます。

 • セキ ュ リ テ ィ のために、Cisco Unified CM サーバは Cisco CTL ク
ラ イ アン ト を使用し て設定する必要があ り ます。詳細について
は、『Cisco Unified Communications ManagerSecurity Guide』の
「Configuring the Cisco CTL Client」の章の「Configuring the Cisco 
CTL Client」を参照し て く だ さ い。こ の ド キ ュ メ ン ト は 
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/security/8_

5_1/secugd/secuauth.html か ら入手で き ます。

 • Cisco Unified CM サーバの [デバイ ス  セキ ュ リ テ ィ  モー ド
（Device Security Mode）] 設定は、Unity Connection サーバの [セ
キ ュ リ テ ィ  モー ド （Security Mode）] 設定（認証ま たは暗号化） と
一致し ている必要があ り ます。

X.509 のサブジ ェ ク ト
名（X.509 Subject Name）

Cisco Unified CM の認証や暗号化を有効化で き ない場合は、こ の
フ ィ ール ド を空白のま まに し ます。

Cisco Unified CM の認証 と 暗号化を有効にする場合は、Connection ま
たは別の名前を入力し ます。こ の名前は、Unity Connection サーバの 
SIP 証明書の [件名（Subject Name）] フ ィ ール ド と 一致し ている必要
があ り ます。

[Out-of-Dialog REFERの
許可（Accept 
Out-of-Dialog REFER）]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

[Unsolicited NOTIFYの
許可（Accept unsolicited 
notification）]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

[Replacesヘ ッ ダーの許
可（Accept replaces 
header）]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

表 3-1 [SIP ト ラ ン ク  セキュ リ テ ィ  プロ フ ァ イルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）] 

ページの設定（続き）

フ ィ ール ド 設定
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ステ ッ プ 4 [SIP プ ロ フ ァ イルの設定（SIP Profile Configuration）] ページの [SIP プ ロ フ ァ イル情報（SIP Profile 
Information）] の下で、次の設定を入力し ます。

ステ ッ プ 5 Unity Connection が Cisco Unified CM と の通信に IPv6 ま たはデュ アル ス タ ッ ク  IPv4 と  IPv6 を
使用する場合は、[ANAT を有効化（Enable ANAT）] チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンに し ます。こ の手順
は、IPv6 ま たはデュ アル ス タ ッ ク環境の発信者の適切な処理のために必要です。

ステ ッ プ 6 [保存（Save）] を選択し ます。

SIP ト ラ ン ク を作成する

ステ ッ プ 1 [デバイ ス（Device）] メ ニ ューで、[ ト ラ ン ク（Trunk）]を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ ト ラ ン ク の検索 と 一覧表示（Find and List Trunks）] ページで、[新規追加（Add New）] を選択し
ます。

ステ ッ プ 3 [ ト ラ ン ク の設定（Trunk Configuration）] ページの [ ト ラ ン ク  タ イ プ（Trunk Type）] フ ィ ール ド で、
[SIP ト ラ ン ク（SIP Trunk）] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 [デバイ ス  プ ロ ト コル（Device Protocol）] フ ィ ール ド で、[SIP] を選択し、[次へ（Next）] を選択し
ます。

ステ ッ プ 5 [デバイ ス情報（Device Information）] で、次の設定を入力し ます。

ステ ッ プ 6 ユーザの電話機が コー リ ン グ  サーチ スペースに含まれている場合は、[イ ンバウ ン ド  コール
（Inbound Calls）] に次の設定を入力し ます。それ以外の場合は、ス テ ッ プ 7 に進みます。

表 3-2 [SIP プロ フ ァ イルの設定（SIP Profile Configuration）] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

[名前（Name）] Unity Connection SIP Profile、ま たは別の名前を入力し ます。

[説明（Description）] SIP profile for Unity Connection、ま たは別の説明を入力し ます。

表 3-3 [ ト ラ ン クの設定（Trunk Configuration）] ページの [デバイス情報（Device Information）] の
設定 

フ ィ ール ド 設定

デバイ ス名（Device 
Name）

Unity_Connection_SIP_Trunk ま たは別の名前を入力し ます。

[説明（Description）] SIP trunk for Unity Connection、ま たは別の説明を入力し ます。

SRTP を許可（SRTP 
Allowed）

Cisco Unified CM の認証 と 暗号化を有効にする場合は、こ のチェ ッ ク  
ボ ッ ク ス をオンに し ます。
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ステ ッ プ 7 ユーザの電話機が コー リ ン グ  サーチ スペースに含まれている場合は、[Outbound Calls（ア ウ ト バ
ウ ン ド  コール）] に次の設定を入力し ます。

表 3-5 [ ト ラ ン クの設定（Trunk Configuration）] ページの [アウ ト バウン ド  コール（Outbound Calls）] 

の設定

表 3-4 [ ト ラ ン クの設定（Trunk Configuration）] ページの [イ ンバウン ド  コール（Inbound Calls）] の
設定 

フ ィ ール ド 設定

[コー リ ングサーチス
ペース（Calling Search 
Space）]

ユーザの電話機を含んでいる コー リ ング  サーチ スペースの名前を
選択し ます。

[Diversionヘ ッ ダー配信
の リ ダ イ レ ク ト  - イ ン
バウ ン ド （Redirecting 
Diversion Header 

Delivery - Inbound）]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

フ ィ ール ド 設定

[Diversionヘ ッ ダー配信
の リ ダ イ レ ク ト  - イ ン
バウ ン ド （Redirecting 
Diversion Header 

Delivery - Inbound）]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

接続側にのみ DN を配
信（Deliver DN only in 
connected party）

発信 SIP メ ッ セージで、Unity Connection は SIP コ ン タ ク ト  ヘ ッ ダー
情報に発信側の電話番号を挿入し ます。これがデフ ォル ト の設定です。

接続側にのみ URI を配
信（Deliver URI only in 
connected party）

発信 SIP メ ッ セージで、Unity Connection は SIP コ ン タ ク ト  ヘ ッ ダー
に送信側のデ ィ レ ク ト リ  URI を挿入し ます。デ ィ レ ク ト リ  URI が使
用可能でない場合、Unity Connection は電話番号を挿入し ます。

接続先側にのみ URI お
よび DN を配信（Deliver 
URI and DN in connected 

party）

発信 SIP メ ッ セージで、Unity Connection は、発信側のデ ィ レ ク ト リ  
URI と 電話番号を含む混合ア ド レ ス を  SIP コ ン タ ク ト  ヘ ッ ダーに挿
入し ます。デ ィ レ ク ト リ  URI が使用可能でない場合、Unity 
Connection は電話番号だけを含めます。
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ステ ッ プ 8 [SIP 情報（SIP Information）] で、次の設定を入力し ます。

ステ ッ プ 9 その他の設定をサ イ ト に合せて調整し ます。

ステ ッ プ 10 [保存（Save）] を選択し ます。

ルー ト  パターンを作成する

ステ ッ プ 1 [コール ルーテ ィ ン グ（Call Routing）] メ ニ ューで、[ルー ト /ハン ト （Route/Hunt）] に移動し、[ルー
ト  パターン（Route Pattern）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ルー ト  パターンの検索/一覧表示（Find and List Route Patterns）] ページで、[新規追加（Add New）] 
を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [ルー ト  パターンの設定（Route Pattern Configuration）] ページで、次の設定を入力し ます。

表 3-6 [ ト ラ ン クの設定（Trunk Configuration）] ページの [SIP 情報（SIP Information）] の設定 

フ ィ ール ド 設定

[宛先ア ド レ ス
（Destination Address）]

Cisco Unified CM の接続先 と な る  Unity Connection SIP ポー ト の IP ア
ド レ ス を入力し ます。

宛先ア ド レ ス  IPv6
（Destination Address 
IPv6）

Cisco Unified CM の接続先 と な る  Unity Connection SIP ポー ト の IPv6 
ア ド レ ス を入力し ます。

IPv6 ア ド レ スは、「RFC 5952」が推奨する  IPv6 Address Text 
Representation（IPv6 ア ド レ ス表記）に準拠し たテキ ス ト 表記にする必
要があ り ます。

（注） IPv6 は、Unity Connection と  Cisco Unified CM 間の SIP 連動で
サポー ト されます。

宛先ポー ト （Destination 
Port）

5060 のデフ ォル ト 値を使用する こ と を推奨し ます。

[SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ
テ ィ  プ ロ フ ァ イル（SIP 
Trunk Security Profile）]

「SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プロ フ ァ イルを作成する」の手順（3-3 
ページ）で作成し た SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プロ フ ァ イルの名前
を選択し ます。た と えば、[Unity Connection SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  
プロ フ ァ イル（Cisco Unity Connection SIP Trunk Security Profile）] を選
択し ます。

再ルーテ ィ ング用コー
リ ング  サーチ スペース
（Rerouting Calling 
Search Space）

ユーザの電話機で使用する コー リ ング  サーチ スペースの名前を選
択し ます。

ア ウ ト オブダ イ ア ロ グ  
REFER コー リ ン グ  サー
チ スペース
（Out-of-Dialog Refer 
Calling Search Space）

ユーザの電話機で使用する コー リ ング  サーチ スペースの名前を選
択し ます。

[SIPプ ロ フ ァ イル（SIP 
Profile）]

「SIP プ ロ フ ァ イルを作成する」の手順（3-4 ページ）で作成し た SIP プ
ロ フ ァ イルの名前を選択し ます。た と えば、[Unity Connection SIP プ
ロ フ ァ イル（Cisco Unity Connection SIP Profile）] を選択し ます。
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ステ ッ プ 4 [保存（Save）] を選択し ます。

ボイス メ ール パイ ロ ッ ト を作成する

ステ ッ プ 1 [拡張機能（Advanced Features）] メ ニ ューで、[ボ イ ス  メ ール（Voice Mail）] に移動し、[ボ イ ス  メ ー
ル パイ ロ ッ ト （Voice Mail Pilot）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ボ イ ス  メ ール パイ ロ ッ ト の検索 と 一覧表示（Find and Voice Mail Pilots）] ページで [新規追加
（Add New）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [ボ イ ス  メ ール パイ ロ ッ ト の設定（Voice Mail Pilot Configuration）] ページで、次の よ う にボ イ ス  
メ ール パイ ロ ッ ト 番号の設定を入力し ます。

ステ ッ プ 4 [保存（Save）] を選択し ます。

表 3-7 [ルー ト  パターンの設定（Route Pattern Configuration）] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

[ルー ト パターン（Route 
Pattern）]

Unity Connection のボ イ ス  メ ール パイ ロ ッ ト 番号を入力し ます。

[ゲー ト ウ ェ イ /ルー ト リ
ス ト （Gateway/Route 
List）]

「SIP ト ラ ン ク を作成する」の手順（3-5 ページ）で作成し た SIP ト ラ ン
ク の名前を選択し ます。た と えば、[Unity_Connection_SIP_Trunk] を
選択し ます。

表 3-8  [ボイス メ ール パイ ロ ッ ト の設定（Voice Mail Pilot Configuration）] ページの設定

フ ィ ール ド 設定

ボ イ ス  メ ール パイ ロ ッ
ト 番号（Voice Mail Pilot 
Number）

ユーザが自分のボ イ ス  メ ッ セージを聞 く ためにダ イ ヤルする ボ イ ス  
メ ール パイ ロ ッ ト 番号を入力し ます。こ の番号は、「ルー ト  パターン
を作成する」の手順（3-7 ページ）で入力し たルー ト  パターン と 一致し
ている必要があ り ます。

[コー リ ングサーチス
ペース（Calling Search 
Space）]

ユーザの電話機を割 り 当てたパーテ ィ シ ョ ン と ボ イ ス  メ ール パイ
ロ ッ ト 番号用に設定し たパーテ ィ シ ョ ン を含むコー リ ング  サーチ 
スペース を選択し ます。

[説明（Description）] 「Unity Connection のパイ ロ ッ ト 」 と 入力する か、別の説明を入力し
ます。

シ ス テムのデフ ォル ト  
ボ イ ス  メ ール パイ ロ ッ
ト に設定（Make This the 
Default Voice Mail Pilot 

for the System）

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオ
ンにする と 、現在のデフ ォル ト のパイ ロ ッ ト 番号が こ のボ イ ス  メ ー
ル パイ ロ ッ ト 番号に置き換え られます。
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ボイス メ ール パイ ロ ッ ト を設定する

ステ ッ プ 1 [拡張機能（Advanced Features）] メ ニ ューで、[ボ イ ス  メ ール（Voice Mail）] に移動し、[ボ イ ス  メ ー
ル プ ロ フ ァ イル（Voice Mail Profile）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ボ イ ス  メ ール プ ロ フ ァ イルの検索 と 一覧表示（Find and List Voice Mail Profiles）] ページで [新規
追加（Add New）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [ボ イ ス  メ ール プ ロ フ ァ イルの設定（Voice Mail Profile Configuration）] ページで、次の よ う にボ イ
ス  メ ール プ ロ フ ァ イルの設定を入力し ます。

ステ ッ プ 4 [保存（Save）] を選択し ます。

ボイス メ ール サーバのサービス パラ メ ータ を設定する

ステ ッ プ 1 Cisco Unified CM Administration で、[シ ス テム（System）] に移動し、[サービ ス  パ ラ メ ータ（Service 
Parameters）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [サービ ス  パラ メ ータ設定（Service Parameters Configuration）] ページの [サーバ（Server）] フ ィ ー
ル ド で、Cisco Unified CM サーバの名前を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [サービ ス（Service）] リ ス ト で [Cisco CallManager（Cisco CallManager）] を選択し ます。パ ラ メ ータ
の リ ス ト が表示さ れます。

表 3-9 [ボイス メ ール プロ フ ァ イルの設定（Voice Mail Profile Configuration）] ページの設定

フ ィ ール ド 設定

[ボ イ ス  メ ールプ ロ フ ァ
イル名（Voice Mail Profile 
Name）]

Unity ConnectionProfile、ま たは別の名前を入力し て、ボ イ ス  メ ール 
プ ロ フ ァ イルを識別で き る よ う に し ます。

説明 Enter Profile for Unity Connection、ま たは別の説明を入力し ます。

[ボ イ ス  メ ールパイ ロ ッ
ト （Voice Mail Pilot）]

「ボ イ ス  メ ール パイ ロ ッ ト を作成する」の手順（3-8 ページ）で定義し
たボ イ ス  メ ール パイ ロ ッ ト を選択し ます。

ボ イ ス  メ ール ボ ッ ク ス  
マス ク（Voice Mail Box 
Mask）

Cisco Unified CM でマルチテナン ト  サービ ス を有効に し ていない場
合は、こ のフ ィ ール ド を空白のま まに し ます。

マルチテナン ト  サービ ス を有効に し ている場合、各テナン ト は自身
のボ イ ス  メ ール プ ロ フ ァ イルを使用し、他のテナン ト と 共有する
パーテ ィ シ ョ ン ご と に内線番号（電話番号）を識別する ためのマス ク
を作成する必要があ り ます。た と えば、あ る テナン ト は 972813XXXX 
と い う マス ク を使用し、別のテナン ト は 214333XXXX と い う マス ク
を使用する こ と がで き ます。ま た、それぞれのテナン ト は MWI 用に独
自の ト ラ ン ス レーシ ョ ン  パターン を使用し ます。

こ れをシ ス テムのデ
フ ォル ト  ボ イ ス  メ ール 
プ ロ フ ァ イルに設定
（Make This the Default 
Voice Mail Profile for the 

System）

こ のボ イ ス  メ ール プ ロ フ ァ イルをデフ ォル ト にする には こ のチェ ッ
ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにする と 、現在のデフ ォル ト のボ イ ス  
メ ール プ ロ フ ァ イルが、こ のボ イ ス  メ ール プ ロ フ ァ イルに置き換え
られます。
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ステ ッ プ 4 Clusterwide パラ メ ータ（[機能（Feature）] - [一般（General）]）で、Multiple Tenant MWI Modes パ ラ
メ ータ を検索し ます。

ステ ッ プ 5 複数テナン ト の MWI 通知を使用する場合は [True（True）] を選択し ます。

こ のパラ メ ータ を  [True（True）] に設定する と 、Cisco Unified CM は、MWI がオン ま たはオフに さ
れた と き に、任意の設定済み ト ラ ン ス レーシ ョ ン  パターン を使用し て、ボ イ ス  メ ールの内線番
号を電話番号に変換し ます。

ステ ッ プ 6 いずれかの設定を変更し た場合は、[保存（Save）] を選択し ます。次に、Cisco Unified CM サーバを
シ ャ ッ ト ダ ウ ン し てか ら再起動し ます。

SIP ダ イ ジ ェ ス ト 認証を設定し ない場合は、「Cisco Unified CM と の新しい連動の作成」セ ク シ ョ ン
（3-22 ページ）に進みます。

（任意）SIP ダイジ ェ ス ト 認証を設定する

ステ ッ プ 1 [シ ス テム（System）] メ ニ ューで、[セキ ュ リ テ ィ （Security）] に移動し、[SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ
テ ィ  プ ロ フ ァ イル（SIP Trunk Security Profile）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イルの検索 と 一覧表示（Find and List SIP Trunk Security 
Profiles）] ページで、「SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イルを作成する」の手順（3-3 ページ）
で作成し た SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イルを選択し ます。

ステ ッ プ 3 [SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）] ペー
ジで、[ダ イ ジ ェ ス ト 認証を有効化（Enable Digest Authentication）] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し
ます。

ステ ッ プ 4 [保存（Save）] を選択し ます。

（任意）アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザを作成する

ステ ッ プ 1 [ユーザ管理（User Management）] メ ニ ューで、[アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザ（Application User）] を選
択し ます。

ステ ッ プ 2 [アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザの検索 と 一覧表示（Find and List Application Users）] ページで、[新規追
加（Add New）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザの設定（Application User Configuration）] ページで、次の設定を入力し
ます。

表 3-10 [アプ リ ケーシ ョ ン ユーザの設定（Application User Configuration）] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

ユーザ ID（User ID） アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザの識別名を入力し ます。Cisco 
Unified CM では、ユーザ ID の作成後の変更はで き ません。使
用で き る特殊文字は、=、+、<、>、#、;、\、,、“”、および空白です。

[パス ワー ド （Password）] ダ イ ジ ェ ス ト 信用証明書に使用する も の と 同じパス ワー ド を
入力し ます。

[パス ワー ド の確認（Confirm 
Password）]

パス ワー ド を再度入力し ます。
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ステ ッ プ 4 [保存（Save）] を選択し ます。

ダ イ ジ ェ ス ト  ク レデンシ ャル
（Digest Credentials）

ダ イ ジ ェ ス ト 信用証明書の名前を入力し ます。

[Replacesヘ ッ ダーの許可
（Accept replaces header）]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク スはオフのま まに し ます。

使用可能なデバイ ス（Available 
Devices）

こ の リ ス ト  ボ ッ ク スには、こ のアプ リ ケーシ ョ ン  ユーザに関
連付け る こ と ので き るデバイ スが表示さ れます。

デバイ ス を こ のアプ リ ケーシ ョ ン  ユーザに関連付け る には、
デバイ ス を選択し、こ の リ ス ト  ボ ッ ク スの下にあ る下矢印を
選択し ます。

こ のアプ リ ケーシ ョ ン  ユーザに関連付け よ う と するデバイ ス
が こ のペイ ンに表示さ れない場合は、次のいずれかのボ タ ン
を選択し て、他のデバイ ス を検索し ます。

 • [別の電話を検索（Find More Phones）]：このアプ リ ケーシ ョ ン 
ユーザに関連付ける別の電話機を検索するには、このボタ ン
を選択し ます。[電話の検索 と 一覧表示（Find and List 
Phones）] ウ ィ ン ド ウが表示され、電話機を検索でき ます。

 • [別のルー ト  ポ イ ン ト を検索（Find More Route Points）]：
こ のアプ リ ケーシ ョ ン  ユーザに関連付け る別のルー ト  
ポ イ ン ト を検索する には、こ のボ タ ン を選択し ます。
[CTI ルー ト  ポ イ ン ト の検索 と 一覧表示（Find and List 
CTI Route Points）] ウ ィ ン ド ウが表示さ れ、CTI ルー ト  ポ
イ ン ト を検索で き ます。

割 り 当て られてい る  CAPF プ ロ
フ ァ イル（Associated CAPF 
Profiles）

ユーザの [アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザ CAPF プ ロ フ ァ イル
（Application User CAPF Profile）] を設定し た場合は、[割 り 当て
られている  CAPF プ ロ フ ァ イル（Associated CAPF Profiles）] ペ
イ ンに、アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザ CAPF プ ロ フ ァ イルの イ ン
ス タ ン ス  ID が表示 さ れます。プ ロ フ ァ イ ルを編集する には、[
イ ン ス タ ン ス  ID（Instance ID）] を選択し、[プ ロ フ ァ イルの編
集（Edit Profile）] を選択し ます。[アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザ 
CAPF プ ロ フ ァ イルの設定（Application User CAPF Profile 
Configuration）] ウ ィ ン ド ウが表示さ れます。

グループ（Groups） こ の リ ス ト  ボ ッ ク スには、アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザの所属先
と な る グループが表示さ れます。

ロール こ の リ ス ト  ボ ッ ク スには、アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザに割 り 当
て られる権限が表示さ れます。

表 3-10 [アプ リ ケーシ ョ ン ユーザの設定（Application User Configuration）] ページの設定（続き）

フ ィ ール ド 設定
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Unity Connection にク ラス タが設定されている場合

すべてのユーザ電話機（電話番号）で使用さ れる コー リ ン グ  サーチ スペースが存在し ている必
要があ り ます。そ う し ない と 、連動が正常に機能し ません。コー リ ン グ  サーチ スペース を設定し
てユーザの電話機を割 り 当て る方法については、Cisco Unified CM の [ヘルプ（Help）] を参照し て
く だ さ い。

SIP ト ラ ン ク  セキュ リ テ ィ  プロ フ ァ イルを作成する（Unity Connection ク ラス タ用）

ステ ッ プ 1 Cisco Unified CM Administration で、[シ ス テム（System）] メ ニ ューの [セキ ュ リ テ ィ （Security）] に
移動し、[SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イル（SIP Trunk Security Profile）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イルの検索 と 一覧表示（Find and List SIP Trunk Security 
Profiles）] ページで、[新規追加（Add New）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）] ペー
ジの [SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イル情報（SIP Trunk Security Profile Information）] で、
次の設定を入力し ます。

表 3-11 [SIP ト ラ ン ク  セキュ リ テ ィ  プロ フ ァ イルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）] 

ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

[名前（Name）] Unity Connection SIP Trunk Security Profile、ま たは別の名前を入力
し ます。

説明 SIP trunk security profile for Cisco Unity Connection、ま たは別の説
明を入力し ます。

[デバイ スセキ ュ リ テ ィ
モー ド （Device Security 
Mode）]

Cisco Unified CM の認証や暗号化を有効化で き ない場合は、デフ ォル
ト の [非セキ ュ ア（Non Secure）] を受け入れます。

Cisco Unified CM の認証ま たは暗号化を有効にする場合は、[認証
（Authenticated）] ま たは [暗号化（Encrypted）] を選択し ます。次の 
Cisco Unified CM サーバの要件に注意し て く だ さ い。

 • TFTP サーバを設定する必要があ り ます。

 • セキ ュ リ テ ィ のために、Cisco Unified CM サーバは Cisco CTL ク
ラ イ アン ト を使用し て設定する必要があ り ます。詳細について
は、『Cisco Unified Communications ManagerSecurity Guide』の
「Configuring the Cisco CTL Client」の章の「Configuring the Cisco 
CTL Client」を参照し て く だ さ い。こ の ド キ ュ メ ン ト は 
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_maint

enance_guides_list.html か ら入手で き ます。

 • Cisco Unified CM サーバの [デバイ ス  セキ ュ リ テ ィ  モー ド
（Device Security Mode）] 設定は、Unity Connection サーバの [セ
キ ュ リ テ ィ  モー ド （Security Mode）] 設定（認証ま たは暗号化） と
一致し ている必要があ り ます。

X.509 のサブジ ェ ク ト
名（X.509 Subject Name）

Cisco Unified CM の認証や暗号化を有効化で き ない場合は、こ の
フ ィ ール ド を空白のま まに し ます。

Cisco Unified CM の認証 と 暗号化を有効にする場合は、Connection ま
たは別の名前を入力し ます。こ の名前は、Unity Connection サーバの 
SIP 証明書の [件名（Subject Name）] フ ィ ール ド と 一致し ている必要
があ り ます。
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ステ ッ プ 4 [保存（Save）] を選択し ます。

SIP プロ フ ァ イルを作成する（Unity Connection ク ラス タ用）

ステ ッ プ 1 [デバイ ス（Device）] メ ニ ューで、[デバイ スの設定（Device Settings）] に移動し、[SIP プ ロ フ ァ イル
（SIP Profile）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [SIP プ ロ フ ァ イルの検索 と 一覧表示（Find and List SIP Profiles）] ページで、[検索（Find）] を選択し
ます。

ステ ッ プ 3 コ ピーする  SIP プ ロ フ ァ イルの右側で [コ ピー（Copy）] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 [SIP プ ロ フ ァ イルの設定（SIP Profile Configuration）] ページの [SIP プ ロ フ ァ イル情報（SIP Profile 
Information）] の下で、次の設定を入力し ます。

ステ ッ プ 5 Unity Connection が Cisco Unified CM と の通信に IPv6 ま たはデュ アル ス タ ッ ク  IPv4 と  IPv6 を
使用する場合は、[ANAT を有効化（Enable ANAT）] チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンに し ます。こ の手順
は、IPv6 ま たはデュ アル ス タ ッ ク環境の発信者の適切な処理のために必要です。

ステ ッ プ 6 [電話機で使用されるパラ メ ータ（Parameters Used in Phone）] の下の [再試行回数（Retry INVITE）] 
フ ィ ール ド で、5 以下の値を入力し ます。

ステ ッ プ 7 [保存（Save）] を選択し ます。

[Out-of-Dialog REFERの
許可（Accept 
Out-of-Dialog REFER）]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

[Unsolicited NOTIFYの
許可（Accept unsolicited 
notification）]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

[Replacesヘ ッ ダーの許
可（Accept replaces 
header）]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

表 3-11 [SIP ト ラ ン ク  セキュ リ テ ィ  プロ フ ァ イルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）] 

ページの設定（続き）

フ ィ ール ド 設定

表 3-12 [SIP プロ フ ァ イルの設定（SIP Profile Configuration）] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

[名前（Name）] Unity Connection SIP Profile、ま たは別の名前を入力し ます。

[説明（Description）] SIP profile for Unity Connection、ま たは別の説明を入力し ます。
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SIP ト ラ ン ク を作成する（Unity Connection ク ラス タ用）

ステ ッ プ 1 [デバイ ス（Device）] メ ニ ューで、[ ト ラ ン ク（Trunk）]を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ ト ラ ン ク の検索 と 一覧表示（Find and List Trunks）] ページで、[新規追加（Add New）] を選択し
ます。

ステ ッ プ 3 [ ト ラ ン ク の設定（Trunk Configuration）] ページの [ ト ラ ン ク  タ イ プ（Trunk Type）] フ ィ ール ド で、
[SIP ト ラ ン ク（SIP Trunk）] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 [デバイ ス  プ ロ ト コル（Device Protocol）] フ ィ ール ド で、[SIP] を選択し、[次へ（Next）] を選択し
ます。

ステ ッ プ 5 [デバイ ス情報（Device Information）] で、次の設定を入力し ます。

ステ ッ プ 6 ユーザの電話機が コー リ ン グ  サーチ スペースに含まれている場合は、[イ ンバウ ン ド  コール
（Inbound Calls）] に次の設定を入力し ます。それ以外の場合は、ス テ ッ プ 7 に進みます。

ステ ッ プ 7 [ア ウ ト バウ ン ド  コール（Outbound Calls）] で、[Diversion ヘ ッ ダー配信の リ ダ イ レ ク ト  - ア ウ ト バ
ウ ン ド （Redirecting Diversion Header Delivery - Outbound）] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

表 3-13 [ ト ラ ン クの設定（Trunk Configuration）] ページの [デバイス情報（Device Information）] の
設定 

フ ィ ール ド 設定

デバイ ス名（Device 
Name）

Unity_Connection_SIP_Trunk_1 ま たは別の名前を入力し ます。

説明 SIP trunk 1 for Cisco Unity Connection または別の説明を入力し ます。

SRTP を許可（SRTP 
Allowed）

Cisco Unified CM の認証 と 暗号化を有効にする場合は、こ のチェ ッ ク  
ボ ッ ク ス をオンに し ます。

表 3-14 [ ト ラ ン クの設定（Trunk Configuration）] ページの [イ ンバウン ド  コール（Inbound Calls）] の
設定 

フ ィ ール ド 設定

[コー リ ングサーチス
ペース（Calling Search 
Space）]

ユーザの電話機を含んでいる コー リ ング  サーチ スペースの名前を
選択し ます。

[Diversionヘ ッ ダー配信
の リ ダ イ レ ク ト  - イ ン
バウ ン ド （Redirecting 
Diversion Header 

Delivery - Inbound）]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。
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ステ ッ プ 8 [SIP 情報（SIP Information）] で、次の設定を入力し ます。

ステ ッ プ 9 その他の設定をサ イ ト に合せて調整し ます。

ステ ッ プ 10 [保存（Save）] を選択し ます。

ステ ッ プ 11 [新規追加（Add New）] を選択し ます。

ステ ッ プ 12 [ ト ラ ン ク の設定（Trunk Configuration）] ページの [ ト ラ ン ク  タ イ プ（Trunk Type）] フ ィ ール ド で、
[SIP ト ラ ン ク（SIP Trunk）] を選択し ます。

ステ ッ プ 13 [デバイ ス  プ ロ ト コル（Device Protocol）] フ ィ ール ド で、[SIP] を選択し、[次へ（Next）] を選択し
ます。

表 3-15 [ ト ラ ン クの設定（Trunk Configuration）] ページの [SIP 情報（SIP Information）] の設定 

フ ィ ール ド 設定

[宛先ア ド レ ス
（Destination Address）]

パブ リ ッ シ ャ  サーバの IP ア ド レ ス を入力し ます。

宛先ア ド レ ス  IPv6
（Destination Address 
IPv6）

パブ リ ッ シ ャ  サーバの IPv6 ア ド レ ス を入力し ます。

IPv6 ア ド レ スは、「RFC 5952」が推奨する  IPv6 Address Text 
Representation（IPv6 ア ド レ ス表記）に準拠し たテキ ス ト 表記にする必
要があ り ます。

（注） IPv6 は、Unity Connection と  Cisco Unified CM 間の SIP 連動で
サポー ト されます。

宛先ポー ト （Destination 
Port）

5060 のデフ ォル ト 値を使用する こ と を推奨し ます。

[SIP ト ラ ン ク セキ ュ リ
テ ィ プ ロ フ ァ イル（SIP 
Trunk Security Profile）]

「SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イルを作成する（Unity 
Connection ク ラ ス タ用）」の手順（3-12 ページ）で作成し た SIP ト ラ ン
ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イルの名前を選択し ます。た と えば、[Unity 
Connection SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イル（Cisco Unity 
Connection SIP Trunk Security Profile）] を選択し ます。

再ルーテ ィ ング用コー
リ ング  サーチ スペース
（Rerouting Calling 
Search Space）

ユーザの電話機で使用する コー リ ング  サーチ スペースの名前を選
択し ます。

ア ウ ト オブダ イ ア ロ グ  
REFER コー リ ン グ  サー
チ スペース
（Out-of-Dialog Refer 
Calling Search Space）

ユーザの電話機で使用する コー リ ング  サーチ スペースの名前を選
択し ます。

[SIP プ ロ フ ァ イル（SIP 
Profile）]

「SIP プ ロ フ ァ イルを作成する（Unity Connection ク ラ ス タ用）」の手順
（3-13 ページ）で作成し た SIP プ ロ フ ァ イルの名前を選択し ます。た
と えば、[Unity Connection SIP プ ロ フ ァ イル（Cisco Unity Connection 
SIP Profile）] を選択し ます。
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ステ ッ プ 14 [デバイ ス情報（Device Information）] で、次の設定を入力し ます。

ステ ッ プ 15 ユーザの電話機が コー リ ン グ  サーチ スペースに含まれている場合は、[イ ンバウ ン ド  コール
（Inbound Calls）] に次の設定を入力し ます。それ以外の場合は、ス テ ッ プ 16 に進みます。

ステ ッ プ 16 [ア ウ ト バウ ン ド  コール（Outbound Calls）] で、[Diversion ヘ ッ ダー配信の リ ダ イ レ ク ト  - ア ウ ト バ
ウ ン ド （Redirecting Diversion Header Delivery - Outbound）] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ 17 [SIP 情報（SIP Information）] で、次の設定を入力し ます。

表 3-16 [ ト ラ ン クの設定（Trunk Configuration）] ページの [デバイス情報（Device Information）] の
設定 

フ ィ ール ド 設定

デバイ ス名（Device 
Name）

Unity_Connection_SIP_Trunk_2 ま たは別の名前を入力し ます。

説明 SIP trunk 2 for Cisco Unity Connection または別の説明を入力し ます。

SRTP を許可（SRTP 
Allowed）

Cisco Unified CM の認証 と 暗号化を有効にする場合は、こ のチェ ッ ク  
ボ ッ ク ス をオンに し ます。

表 3-17 [ ト ラ ン クの設定（Trunk Configuration）] ページの [イ ンバウン ド  コール（Inbound Calls）] の
設定 

フ ィ ール ド 設定

[コー リ ングサーチス
ペース（Calling Search 
Space）]

ユーザの電話機を含んでいる コー リ ング  サーチ スペースの名前を
選択し ます。

[Diversionヘ ッ ダー配信
の リ ダ イ レ ク ト  - イ ン
バウ ン ド （Redirecting 
Diversion Header 

Delivery - Inbound）]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

表 3-18 [ ト ラ ン クの設定（Trunk Configuration）] ページの [SIP 情報（SIP Information）] の設定 

フ ィ ール ド 設定

[宛先ア ド レ ス
（Destination Address）]

サブス ク ラ イバ サーバの IP ア ド レ ス を入力し ます。

宛先ア ド レ ス  IPv6
（Destination Address 
IPv6）

サブス ク ラ イバ サーバの IPv6 ア ド レ ス を入力し ます。

IPv6 ア ド レ スは、「RFC 5952」が推奨する  IPv6 Address Text 
Representation（IPv6 ア ド レ ス表記）に準拠し たテキ ス ト 表記にする必
要があ り ます。

（注） IPv6 は、Unity Connection と  Cisco Unified CM 間の SIP 連動で
サポー ト されます。

宛先ポー ト （Destination 
Port）

5060 のデフ ォル ト 値を使用する こ と を推奨し ます。
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ステ ッ プ 18 その他の設定をサ イ ト に合せて調整し ます。

ステ ッ プ 19 [保存（Save）] を選択し ます。

ルー ト  グループを作成する（Unity Connection ク ラス タの場合）

ステ ッ プ 1 [コール ルーテ ィ ン グ（Call Routing）] メ ニ ューで、[ルー ト /ハン ト （Route/Hunt）] に移動し、[ルー
ト  グループ（Route Group）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ルー ト  グループの検索 と 一覧表示（Find and List Route Groups）] ページで、[新規追加（Add New）
] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [ルー ト  グループの設定（Route Group Configuration）] ページで、次の設定を入力し ます。

ステ ッ プ 4 両方の SIP ト ラ ン ク が [使用可能なデバイ ス（Available Devices）] フ ィ ール ド に表示さ れる こ と
を確認し ます。それ以外の場合は [検索（Find）] を選択し ます。

ステ ッ プ 5 [ルー ト  グループに追加（Add to Route Group）] を選択し ます。

[SIP ト ラ ン ク セキ ュ リ
テ ィ プ ロ フ ァ イル（SIP 
Trunk Security Profile）]

「SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イルを作成する（Unity 
Connection ク ラ ス タ用）」の手順（3-12 ページ）で作成し た SIP ト ラ ン
ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イルの名前を選択し ます。た と えば、[Unity 
Connection SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イル（Cisco Unity 
Connection SIP Trunk Security Profile）] を選択し ます。

再ルーテ ィ ング用コー
リ ング  サーチ スペース
（Rerouting Calling 
Search Space）

ユーザの電話機で使用する コー リ ング  サーチ スペースの名前を選
択し ます。

ア ウ ト オブダ イ ア ロ グ  
REFER コー リ ン グ  サー
チ スペース
（Out-of-Dialog Refer 
Calling Search Space）

ユーザの電話機で使用する コー リ ング  サーチ スペースの名前を選
択し ます。

[SIP プ ロ フ ァ イル（SIP 
Profile）]

「SIP プ ロ フ ァ イルを作成する（Unity Connection ク ラ ス タ用）」の手順
（3-13 ページ）で作成し た SIP プ ロ フ ァ イルの名前を選択し ます。た
と えば、[Unity Connection SIP プ ロ フ ァ イル（Cisco Unity Connection 
SIP Profile）] を選択し ます。

表 3-18 [ ト ラ ン クの設定（Trunk Configuration）] ページの [SIP 情報（SIP Information）] の設定（続き）

フ ィ ール ド 設定

表 3-19 [ルー ト  グループの設定（Route Group Configuration）] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

[ルー ト グループ名
（Route Group Name）]

SIP_Trunk_Route_Group ま たは別の名前を入力し ます。

[分配アルゴ リ ズム
（Distribution Algorithm）]

[上か ら下（Top Down）] を選択し ます。
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ステ ッ プ 6 [現在のルー ト  グループ メ ンバー（Current Route Group Members）] で、サブス ク ラ イバ サーバに
接続する  SIP ト ラ ン ク が リ ス ト の最初に表示さ れる こ と を確認し ます。

上向き ま たは下向き矢印を選択し て SIP ト ラ ン ク の順序を変更で き ます。

ステ ッ プ 7 [保存（Save）] を選択し ます。

ルー ト  リ ス ト を作成する（Cisco Unity Connection ク ラス タの場合）

ステ ッ プ 1 [コール ルーテ ィ ン グ（Call Routing）] メ ニ ューで、[ルー ト /ハン ト （Route/Hunt）] に移動し、[ルー
ト  リ ス ト （Route List）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ルー ト  リ ス ト の検索 と 一覧表示（Find and List Route Lists）] ページで、[新規追加（Add New）] を
選択し ます。

ステ ッ プ 3 [ルー ト  リ ス ト の設定（Route List Configuration）] ページで、次の設定を入力し ます。

ステ ッ プ 4 [保存（Save）] を選択し ます。

ステ ッ プ 5 [ こ のルー ト  リ ス ト を有効にする（Enable this Route List）] チェ ッ ク ボ ッ ク スが選択されている こ
と を確認し ます。

ステ ッ プ 6 [ルー ト  リ ス ト  メ ンバ情報（Route List Member Information）] で [ルー ト  グループの追加（Add 
Route Group）] を選択し ます。

ステ ッ プ 7 [ルー ト  リ ス ト 詳細の設定（Route List Detail Configuration）] ページの [ルー ト  グループ（Route 
Group）] フ ィ ール ド で、「ルー ト  グループを作成する（Unity Connection ク ラ ス タ の場合）」の手順
（3-17 ページ） で作成し たルー ト  グループを選択し、[保存（Save）] を選択し ます。

ステ ッ プ 8 ルー ト  リ ス ト 設定が保存さ れる こ と が示さ れた ら、[OK（OK）] を選択し ます。

ステ ッ プ 9 [ルー ト  リ ス ト の設定（Route List Configuration）] ページで [ リ セ ッ ト （Reset）] を選択し ます。

ステ ッ プ 10 ルー ト  リ ス ト の リ セ ッ ト を確認する よ う に求め られた場合は、[ リ セ ッ ト （Reset）] を選択し ます。

ステ ッ プ 11 [閉じ る（Close）] を選択し ます。

ルー ト  パターンを作成する（Unity Connection ク ラス タの場合）

ステ ッ プ 1 [コール ルーテ ィ ン グ（Call Routing）] メ ニ ューで、[ルー ト /ハン ト （Route/Hunt）] に移動し、[ルー
ト  パターン（Route Pattern）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ルー ト  パターンの検索/一覧表示（Find and List Route Patterns）] ページで、[新規追加（Add New）] 
を選択し ます。

表 3-20 [ルー ト  リ ス ト の設定（Route List Configuration）] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

[名前（Name）] SIP_Trunk_Route_List ま たは別の名前を入力し ます。

説明 SIP Trunk Route List ま たは別の説明を入力し ます。

[Cisco Unified CMグ
ループ（Cisco Unified 
Communications 

Manager Group）]

[デフ ォル ト （Default）] を選択し ます。
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ステ ッ プ 3 [ルー ト  パターンの設定（Route Pattern Configuration）] ページで、次の設定を入力し ます。

ステ ッ プ 4 [保存（Save）] を選択し ます。

ボイス メ ール パイ ロ ッ ト を作成する（Unity Connection ク ラス タの場合）

ステ ッ プ 1 [拡張機能（Advanced Features）] メ ニ ューで、[ボ イ ス  メ ール（Voice Mail）] に移動し、[ボ イ ス  メ ー
ル パイ ロ ッ ト （Voice Mail Pilot）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ボ イ ス  メ ール パイ ロ ッ ト の検索 と 一覧表示（Find and Voice Mail Pilots）] ページで [新規追加
（Add New）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [ボ イ ス  メ ール パイ ロ ッ ト の設定（Voice Mail Pilot Configuration）] ページで、次の よ う にボ イ ス  
メ ール パイ ロ ッ ト 番号の設定を入力し ます。

ステ ッ プ 4 [保存（Save）] を選択し ます。

表 3-21 [ルー ト  パターンの設定（Route Pattern Configuration）] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

[ルー ト パターン（Route 
Pattern）]

Unity Connection のボ イ ス  メ ール パイ ロ ッ ト 番号を入力し ます。

[ゲー ト ウ ェ イ /ルー ト リ
ス ト （Gateway/Route 
List）]

「ルー ト  リ ス ト を作成する（Cisco Unity Connection ク ラ ス タ の場合）」
の手順（3-18 ページ）で作成し たルー ト  リ ス ト の名前を選択し ます。
た と えば、[SIP_Trunk_Route_List] を選択し ます。

表 3-22 [ボイス メ ール パイ ロ ッ ト の設定（Voice Mail Pilot Configuration）] ページの設定

フ ィ ール ド 設定

ボ イ ス  メ ール パイ ロ ッ
ト 番号（Voice Mail Pilot 
Number）

ユーザが自分のボ イ ス  メ ッ セージを聞 く ためにダ イ ヤルする ボ イ ス  
メ ール パイ ロ ッ ト 番号を入力し ます。こ の番号は、「ルー ト  パターン
を作成する（Unity Connection ク ラ ス タ の場合）」の手順（3-18 ページ）
で入力し たルー ト  パターン と 一致し ている必要があ り ます。

[コー リ ングサーチス
ペース（Calling Search 
Space）]

ユーザの電話機を割 り 当てたパーテ ィ シ ョ ン と ボ イ ス  メ ール パイ
ロ ッ ト 番号用に設定し たパーテ ィ シ ョ ン を含むコー リ ング  サーチ 
スペース を選択し ます。

説明 「Unity Connection のパイ ロ ッ ト 」 と 入力する か、別の説明を入力し
ます。

シ ス テムのデフ ォル ト  
ボ イ ス  メ ール パイ ロ ッ
ト に設定（Make This the 
Default Voice Mail Pilot 

for the System）

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオ
ンにする と 、現在のデフ ォル ト のパイ ロ ッ ト 番号が こ のボ イ ス  メ ー
ル パイ ロ ッ ト 番号に置き換え られます。
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ボイス メ ール プロ フ ァ イルを設定する（Unity Connection ク ラス タの場合）

ステ ッ プ 1 [拡張機能（Advanced Features）] メ ニ ューで、[ボ イ ス  メ ール（Voice Mail）] に移動し、[ボ イ ス  メ ー
ル プ ロ フ ァ イル（Voice Mail Profile）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ボ イ ス  メ ール プ ロ フ ァ イルの検索 と 一覧表示（Find and List Voice Mail Profiles）] ページで [新規
追加（Add New）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [ボ イ ス  メ ール プ ロ フ ァ イルの設定（Voice Mail Profile Configuration）] ページで、次の よ う にボ イ
ス  メ ール プ ロ フ ァ イルの設定を入力し ます。

ステ ッ プ 4 [保存（Save）] を選択し ます。

SIP ダ イ ジ ェ ス ト 認証を設定し ない場合は、「Cisco Unified CM と の新しい連動の作成」セ ク シ ョ ン
（3-22 ページ）に進みます。

（任意）SIP ダイジ ェ ス ト 認証を設定する（Unity Connection ク ラス タの場合）

ステ ッ プ 1 [シ ス テム（System）] メ ニ ューで、[セキ ュ リ テ ィ （Security）] に移動し、[SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ
テ ィ  プ ロ フ ァ イル（SIP Trunk Security Profile）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プロ フ ァ イルの検索 と一覧表示（Find and List SIP Trunk Security 
Profiles）] ページで、「SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プロ フ ァ イルを作成する（Unity Connection ク ラ ス
タ用）」の手順（3-12 ページ）で作成し た SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プロ フ ァ イルを選択し ます。

表 3-23 [ボイス メ ール プロ フ ァ イルの設定（Voice Mail Profile Configuration）] ページの設定

フ ィ ール ド 設定

[ボ イ ス  メ ールプ ロ フ ァ
イル名（Voice Mail 
Profile Name）]

Unity ConnectionProfile、ま たは別の名前を入力し て、ボ イ ス  メ ール 
プ ロ フ ァ イルを識別で き る よ う に し ます。

説明 Enter Profile for Unity Connection、ま たは別の説明を入力し ます。

[ボ イ ス  メ ールパイ ロ ッ
ト （Voice Mail Pilot）]

「ボ イ ス  メ ール パイ ロ ッ ト を作成する（Unity Connection ク ラ ス タ の
場合）」の手順（3-19 ページ）で定義し たボ イ ス  メ ール パイ ロ ッ ト を
選択し ます。

ボ イ ス  メ ール ボ ッ ク ス  
マス ク（Voice Mail Box 
Mask）

Cisco Unified CM でマルチテナン ト  サービ ス を有効に し ていない場
合は、こ のフ ィ ール ド を空白のま まに し ます。

マルチテナン ト  サービ ス を有効に し ている場合、各テナン ト は自身
のボ イ ス  メ ール プ ロ フ ァ イルを使用し、他のテナン ト と 共有する
パーテ ィ シ ョ ン ご と に内線番号（電話番号）を識別する ためのマス ク
を作成する必要があ り ます。た と えば、あ る テナン ト は 972813XXXX 
と い う マス ク を使用し、別のテナン ト は 214333XXXX と い う マス ク
を使用する こ と がで き ます。ま た、それぞれのテナン ト は MWI 用に
独自の ト ラ ン ス レーシ ョ ン  パターン を使用し ます。

こ れをシ ス テムのデ
フ ォル ト  ボ イ ス  メ ール 
プ ロ フ ァ イルに設定
（Make This the Default 
Voice Mail Profile for the 

System）

こ のボ イ ス  メ ール プ ロ フ ァ イルをデフ ォル ト にする には こ の
チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにする と 、現在のデフ ォル ト のボ イ ス  
メ ール プ ロ フ ァ イルが、こ のボ イ ス  メ ール プ ロ フ ァ イルに置き換え
られます。
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Cisco Unified CallManager電話システムのプログラ ミ ング  
ステ ッ プ 3 [SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）] ペー
ジで、[ダ イ ジ ェ ス ト 認証を有効化（Enable Digest Authentication）] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し
ます。

ステ ッ プ 4 [保存（Save）] を選択し ます。

（任意）アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザを作成する（Unity Connection ク ラス タの場合）

ステ ッ プ 1 [ユーザ管理（User Management）] メ ニ ューで、[アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザ（Application User）] を選
択し ます。

ステ ッ プ 2 [アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザの検索 と 一覧表示（Find and List Application Users）] ページで、[新規追
加（Add New）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザの設定（Application User Configuration）] ページで、次の設定を入力し
ます。

表 3-24 [アプ リ ケーシ ョ ン ユーザの設定（Application User Configuration）] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

ユーザ ID（User ID） アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザの識別名を入力し ます。Cisco 
Unified CM では、ユーザ ID の作成後の変更はで き ません。使
用で き る特殊文字は、=、+、<、>、#、;、\、,、“”、および空白です。

[パス ワー ド （Password）] ダ イ ジ ェ ス ト 信用証明書に使用する も の と 同じパス ワー ド を
入力し ます。

[パス ワー ド の確認（Confirm 
Password）]

パス ワー ド を再度入力し ます。

ダ イ ジ ェ ス ト  ク レデンシ ャル
（Digest Credentials）

ダ イ ジ ェ ス ト 信用証明書の名前を入力し ます。

プレゼン ス  グループ（Presence 
Group）

アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザ（IPMASysUser など）は、プレゼン ス
機能で使用さ れる場合はプレゼン ス  エンテ ィ テ ィ に関する
ス テータ ス を要求する ため、ウ ォ ッ チャ と し て機能し ます。

プレゼン ス  エンテ ィ テ ィ のス テータ ス をアプ リ ケーシ ョ ン  
ユーザが受信で き る よ う にする には、そのアプ リ ケーシ ョ ン  
ユーザ プレゼン ス  グループに対し て、電話番号に適用さ れる
プレゼン ス  グループのス テータ スの閲覧が許可さ れている
こ と を確認し ます。こ の項目は、[プレゼン ス  グループの設定
（Presence Group Configuration）] ウ ィ ン ド ウ で指定 さ れてい
ます。

[プレゼン スのSUBSCRIBEの許
可（Accept Presence 
Subscription）]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク スはオフのま まに し ます。

[Out-of-Dialog REFERの許可
（Accept Out-of-Dialog REFER）]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

[Unsolicited NOTIFYの許可
（Accept unsolicited notification）]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

[Replacesヘ ッ ダーの許可
（Accept replaces header）]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク スはオフのま まに し ます。
3-21
『SIP Integration Guide for Cisco Unity Connection Release 11.x』        



第3章     Cisco Unified Communications Manager SIP ト ラ ン ク連動の設定          

Cisco Unified CM との新しい連動の作成
ステ ッ プ 4 [保存（Save）] を選択し ます。

Cisco Unified CM との新しい連動の作成
 • 連動を作成する

 • SIP 連動に よ る次世代セキ ュ リ テ ィ の有効化

Cisco Unified Communications Manager と  Unity Connection が連動可能な状態にあ る こ と を確認
し た ら、次の手順を実行し て、連動を設定し、ポー ト 設定を入力し ます。

使用可能なデバイ ス（Available 
Devices）

こ の リ ス ト  ボ ッ ク スには、こ のアプ リ ケーシ ョ ン  ユーザに関
連付け る こ と ので き るデバイ スが表示さ れます。

デバイ ス を こ のアプ リ ケーシ ョ ン  ユーザに関連付け る には、
デバイ ス を選択し、こ の リ ス ト  ボ ッ ク スの下にあ る下矢印を
選択し ます。

こ のアプ リ ケーシ ョ ン  ユーザに関連付け よ う と するデバイ ス
が こ のペイ ンに表示されない場合は、次のいずれかのボ タ ン
を選択し て、他のデバイ ス を検索し ます。

 • [別の電話を検索（Find More Phones）]：こ のアプ リ ケー
シ ョ ン  ユーザに関連付け る別の電話機を検索する には、
こ のボ タ ン を選択し ます。[電話の検索 と 一覧表示（Find 
and List Phones）] ウ ィ ン ド ウが表示さ れ、電話機を検索で
き ます。

 • [別のルー ト  ポ イ ン ト を検索（Find More Route Points）]：こ
のアプ リ ケーシ ョ ン  ユーザに関連付け る別のルー ト  ポ
イ ン ト を検索する には、こ のボ タ ン を選択し ます。[CTI 
ルー ト  ポ イ ン ト の検索 と 一覧表示（Find and List CTI 
Route Points）] ウ ィ ン ド ウが表示さ れ、CTI ルー ト  ポ イ ン
ト を検索で き ます。

割 り 当て られてい る  CAPF プ ロ
フ ァ イル（Associated CAPF 
Profiles）

ユーザの [アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザ CAPF プ ロ フ ァ イル
（Application User CAPF Profile）] を設定し た場合は、[割 り 当て
られている  CAPF プ ロ フ ァ イル（Associated CAPF Profiles）] 
ペイ ンに、アプ リ ケーシ ョ ン ユーザ CAPF プロ フ ァ イルのイ ン
ス タ ン ス  ID が表示されます。プ ロ フ ァ イルを編集する には、
[イ ン ス タ ン ス  ID（Instance ID）] を選択し、[プ ロ フ ァ イルの編
集（Edit Profile）] を選択し ます。[アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザ 
CAPF プ ロ フ ァ イルの設定（Application User CAPF Profile 
Configuration）] ウ ィ ン ド ウが表示さ れます。

グループ（Groups） こ の リ ス ト  ボ ッ ク スには、アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザの所属先
と な る グループが表示さ れます。

ロール こ の リ ス ト  ボ ッ ク スには、アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザに割 り 当
て られる権限が表示さ れます。

表 3-24 [アプ リ ケーシ ョ ン ユーザの設定（Application User Configuration）] ページの設定（続き）

フ ィ ール ド 設定
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連動を作成する

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administration に ロ グ イ ン し ます。

ステ ッ プ 2 Cisco Unified CM の認証 と 暗号化を使用する場合は、次のサブス テ ッ プを実行し ます。そ う でな
い場合は、ス テ ッ プ 3 に進みます。

a. Cisco Unity Connection Administration で、[テ レ フ ォ ニー統合（Telephony Integrations）] > [セ
キ ュ リ テ ィ （Security）] を展開し、[SIP 証明書（SIP Certificate）] を選択し ます。

b. [SIP 証明書（SIP Certificates）] ページで、[新規追加（Add New）] を選択し ます。

c. [新規 SIP 証明書（New SIP Certificate）] ページで、SIP 証明書に関する次の設定を入力し、[
保存（Save）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 Cisco Unity Connection Administrationで、[テ レ フ ォ ニー（Telephony Integrations）] を展開し、[電話
シ ス テム（Phone System）] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 [電話シ ス テムの検索（Search Phone Systems）] ページの [表示名（Display Name）] で、デフ ォル ト
の電話シ ス テムの名前を選択し ます。

ステ ッ プ 5 [電話シ ス テムの基本設定（Phone System Basics）] ページの [電話シ ス テムの名前（Phone System 
Name）] フ ィ ール ド で、電話シ ス テムの説明的な名前を入力し ます。

ステ ッ プ 6 （ボ イ ス  メ ール ボ ッ ク スの無い管理者やユーザが Unity Connection の Web アプ リ ケーシ ョ ンで
電話か ら録音および再生を行 う と き に）TRaP 接続に こ の電話シ ス テム をデフ ォル ト と し て使用
する場合は、[デフ ォル ト  TRAP ス イ ッ チ（Default TRAP Switch）] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ま
す。TRaP 接続に別の電話シ ス テム をデフ ォル ト と し て使用する場合は、こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス
をオフに し ます。

ステ ッ プ 7 [保存（Save）] を選択し ます。

ステ ッ プ 8 [電話シ ス テムの基本設定（Phone System Basics）] ページの [関連 リ ン ク（Related Links）] ド ロ ッ プ
ダ ウ ン  ボ ッ ク スで、[ポー ト  グループの追加（Add Port Group）] を選択し て、[移動（Go）] を選択し
ます。

ステ ッ プ 9 [ポー ト  グループの新規作成（New Port Group）] ページで適切な設定を入力し て、[保存（Save）] を
選択し ます。

表 3-25 [新規 SIP 証明書（New SIP Certificate）] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

[表示名（Display 
Name）]

SIP 証明書の表示名を入力し ます。

件名（Subject Name） Cisco Unified CM Administration の SIP ト ラ ン ク に対する  SIP セキ ュ リ
テ ィ  プ ロ フ ァ イルの X.509 の件名 と 一致する件名を入力し ます。

こ の件名は、Cisco Unified CM で使用さ れる  SIP セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ
イルの X.509 のサブジ ェ ク ト 名 と 一致し てい る必要があ り ます。一致し
ていない場合、Cisco Unified CM の認証 と 暗号化は失敗し ます。
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表 3-26 [ポー ト  グループの新規作成（New Port Group）] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

[電話シ ス テム（Phone 
System）]

ス テ ッ プ 5で入力し た電話シ ス テムの名前を選択し ます。

作成元（Create From） [ポー ト  グループ テンプレー ト （Port Group Template）] を選択し、ド
ロ ッ プダ ウ ン  ボ ッ ク スで [SIP（SIP）] を選択し ます。

[表示名（Display Name）] ポー ト  グループの説明的な名前を入力し ます。デフ ォル ト 名をそのま
ま使用する こ と も、任意の名前を入力する こ と も で き ます。

SIP サーバで認証する
（Authenticate with SIP 
Server）

Unity Connection が Cisco Unified CM サーバに よ る認証を受け る場合
は、こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

認証ユーザ名
（Authentication User 
Name）

Cisco Unified CM サーバに よ る認証で Unity Connection が使用する名
前を入力し ます。

認証パス ワー ド
（Authentication 
Password）

Cisco Unified CM サーバに よ る認証で Unity Connection が使用するパ
ス ワー ド を入力し ます。

連絡先回線名（Contact 
Line Name）

ユーザが Unity Connection への接続に使用し、Unity Connection が 
Cisco Unified CM サーバへの登録に使用する ボ イ ス  メ ッ セージ回線名
（ま たはパイ ロ ッ ト 番号）を入力し ます。

SIP セキ ュ リ テ ィ  プ ロ
フ ァ イル（SIP Security 
Profile）

Unity Connection に よ っ て使用さ れる  SIP セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イル
を選択し ます。

次世代暗号化の有効化
（Enable Next Generation 
Encryption）

（注） （セキ ュ アな TLS ポー ト が使用されている場合のみ）SIP イ ン
ターフ ェ イ スで次世代暗号化をサポー ト で き る よ う に、Unity 
Connection で RSA キー ベース ま たは EC キー ベースの証明書
（自己署名証明書およびサー ド パーテ ィ 証明書）を使用する場
合は、こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。詳細については、
「SIP 連動に よ る次世代セキ ュ リ テ ィ の有効化」セ ク シ ョ ン
（3-30 ページ） を参照し て く だ さ い。

SIP 証明書 （セキ ュ アな TLS ポー ト が使用さ れ、[次世代暗号化の有効化（Enable 

Next Generation Encryption）] チェ ッ ク ボ ッ ク スがオフになっている場
合のみ）適切な SIP 証明書が選択さ れてい る こ と を確認し ます。
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セキ ュ リ テ ィ  モー ド
（Security Mode）

（セキ ュ アな TLS ポー ト が使用さ れ、[次世代暗号化の有効化（Enable 

Next Generation Encryption）] チェ ッ ク ボ ッ ク スがオフになっている場
合のみ）適切なセキ ュ リ テ ィ  モー ド を選択し ます。

 • [認証（Authenticated）]：コールシグナ リ ング  メ ッ セージは、セキ ュ
アな TLS ポー ト を使用し て Cisco Unified CM に接続さ れる ため、
完全性が保証さ れます。ただ し、ク リ ア（暗号化さ れていない）テキ
ス ト で送信さ れる ため、コールシグナ リ ン グ  メ ッ セージのプ ラ イ
バシーは保証さ れません。

 • [暗号化（Encrypted）]：コールシグナ リ ング  メ ッ セージは、セキ ュ
アな TLS ポー ト を使用し て Cisco Unified CM に接続さ れ、暗号化
さ れる ため、完全性 と プ ラ イバシーが保証さ れます。

Unity Connection サーバの [セキ ュ リ テ ィ  モー ド （Security Mode）] 設定
は、Cisco Unified CM サーバの [デバイ ス  セキ ュ リ テ ィ  モー ド （Device 
Security Mode）] 設定 と 一致し てい る必要があ り ます。

セキ ュ ア  RTP（Secure 
RTP）

（セキ ュ アな TLS ポー ト が使用さ れてい る場合のみ）こ のチェ ッ ク  
ボ ッ ク ス をオンにする と 、メ デ ィ ア  ス ト リ ーム（RTP）が暗号化さ れま
す。メ デ ィ ア  ス ト リ ーム を暗号化し ない場合は、こ のチェ ッ ク ボ ッ ク
ス をオフに し ます。

SIP 転送プ ロ ト コル（SIP 
Transport Protocol）

Unity Connection に よ って使用さ れる  SIP 転送プ ロ ト コルを選択し
ます。

IPv4 ア ド レ ス /ホ ス ト 名
（IPv4 Address or Host 
Name）

Unity Connection と 連動させる プ ラ イ マ リ  Cisco Unified CM サーバの 
IPv4 ア ド レ ス（ま たはホ ス ト 名）を入力し ます。

こ のフ ィ ール ド に IP ア ド レ ス ま たはホ ス ト 名を入力する か、[IPv6 ア
ド レ ス /ホ ス ト 名（IPv6 Address or Host Name）] フ ィ ール ド に IP ア ド レ
ス ま たはホ ス ト 名を入力する必要があ り ます（ま た、該当する場合は、
両方のフ ィ ール ド に情報を入力し ます）。両方のフ ィ ール ド を空白の
ま まにする こ と はで き ません。

IPv6 ア ド レ ス /ホ ス ト 名
（IPv6 Address or Host 
Name）

Unity Connection と 連動させる プ ラ イ マ リ  Cisco Unified CM サーバの 
IPv6 ア ド レ ス（ま たはホ ス ト 名）を入力し ます。

IPv6 ア ド レ スは、「RFC 5952」が推奨する  IPv6 Address Text 
Representation（IPv6 ア ド レ ス表記）に準拠し たテキ ス ト 表記にする必
要があ り ます。

こ のフ ィ ール ド に IP ア ド レ ス ま たはホ ス ト 名を入力する か、[IPv4 ア
ド レ ス /ホ ス ト 名（IPv4 Address or Host Name）] フ ィ ール ド に IP ア ド レ
ス ま たはホ ス ト 名を入力する必要があ り ます（ま た、該当する場合は、
両方のフ ィ ール ド に情報を入力し ます）。両方のフ ィ ール ド を空白の
ま まにする こ と はで き ません。

（注） IPv6 は、Cisco Unified CM 10.0 と の SIP 連動でサポー ト さ れ
ます。

表 3-26 [ポー ト  グループの新規作成（New Port Group）] ページの設定（続き）

フ ィ ール ド 設定
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ステ ッ プ 10 Cisco Unified CM ク ラ ス タ にセカ ンダ リ  サーバがあ る場合、ま たは（Cisco Unified CM の認証 と
暗号化に必要な）TFTP サーバを追加する場合は、[ポー ト  グループの基本設定（Port Group 
Basics）] ページで、次のサブス テ ッ プを実行し ます。そ う でない場合は、ステ ッ プ 11 に進みます。

a. [編集（Edit）] メ ニ ューで、[サーバ（Servers）] を選択し ます。

b. セカンダ リ  Cisco Unified CM サーバを追加する場合は、[サーバの編集（Edit Servers）] ページ
の [SIP サーバ（SIP Servers）] で、[追加（Add）] を選択し ます。そ う でない場合は、ステ ッ プ 10e. 
に進みます。

c. セカンダ リ  Cisco Unified CM サーバについて次の設定を入力し、[保存（Save）] を選択し ます。

IP ア ド レ ス /ホ ス ト 名
（IPv6 Address or Host 
Name）

Cisco Unity Connection と 連動させる プ ラ イ マ リ  Cisco Unified CM 
サーバの IP ア ド レ ス（ま たはホ ス ト 名）を入力し ます。

[ポー ト （Port）] Unity Connection と 連動させる プ ラ イ マ リ  Cisco Unified CM サーバ
の TCP ポー ト を入力し ます。デフ ォル ト 設定を使用する こ と を推奨
し ます。

表 3-26 [ポー ト  グループの新規作成（New Port Group）] ページの設定（続き）

フ ィ ール ド 設定

表 3-27 SIP サーバの設定 

フ ィ ール ド 設定

順序 Cisco Unified CM サーバの優先順位を入力し ます。最も小さ い数字はプ ラ
イ マ リ  Cisco Unified CM サーバを表し、それよ り も大きい数字はセカンダ
リ  サーバを表し ます。

IPv4 ア ド レ ス /ホ ス
ト 名（IPv4 Address or 
Host Name）

セカ ンダ リ  Cisco Unified CM サーバの IPv4 ア ド レ ス（ま たはホ ス ト 名）を
入力し ます。

こ のフ ィ ール ド に IP ア ド レ ス ま たはホ ス ト 名を入力する か、[IPv6 ア ド レ
ス /ホ ス ト 名（IPv6 Address or Host Name）] フ ィ ール ド に IP ア ド レ ス ま た
はホ ス ト 名を入力する必要があ り ます（ま た、該当する場合は、両方の
フ ィ ール ド に情報を入力し ます）。両方のフ ィ ール ド を空白のま まにする
こ と はで き ません。

IPv6 ア ド レ ス /ホ ス
ト 名（IPv6 Address or 
Host Name）

セカ ンダ リ  Cisco Unified CM サーバの IPv6 ア ド レ ス（ま たはホ ス ト 名）を
入力し ます。

IPv6 ア ド レ スは、「RFC 5952」が推奨する  IPv6 Address Text Representation
（IPv6 ア ド レ ス表記）に準拠し たテキ ス ト 表記にする必要があ り ます。

こ のフ ィ ール ド に IP ア ド レ ス ま たはホ ス ト 名を入力する か、[IPv4 ア ド レ
ス /ホ ス ト 名（IPv4 Address or Host Name）] フ ィ ール ド に IP ア ド レ ス ま た
はホ ス ト 名を入力する必要があ り ます（ま た、該当する場合は、両方の
フ ィ ール ド に情報を入力し ます）。両方のフ ィ ール ド を空白のま まにする
こ と はで き ません。

（注） IPv6 は、Cisco Unified CM 10.0 と の SIP 連動でサポー ト さ れます。

IP ア ド レ ス /ホ ス ト
名（IPv6 Address or 
Host Name）

 セカンダ リ  Cisco Unified CM サーバの IP ア ド レ ス（ま たはホ ス ト 名）を
入力し ます。
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d. 必要に応じ て、Cisco Unified CM ク ラ ス タ内の他の Cisco Unified CM サーバに対し て、
ス テ ッ プ 10b. および ス テ ッ プ 10c. を繰 り 返し ます。

e. TFTP サーバ（Cisco Unified CM の認証および暗号化で必要）を追加する場合は、[TFTP サー
バ（TFTP Servers）] で [追加（Add）] を選択し ます。そ う でない場合は、ス テ ッ プ 10h. に進み
ます。

f. TFTP サーバについて次の設定を入力し、[保存（Save）] を選択し ます。

g. 必要に応じ て、他の TFTP サーバに対し て、ス テ ッ プ 10e. および ス テ ッ プ 10f. を繰 り 返し
ます。

h. [編集（Edit）] メ ニ ューで、[ポー ト  グループの基本設定（Port Group Basics）] を選択し ます。

i. [ポー ト  グループの基本設定（Port Group Basics）] ページで、[ リ セ ッ ト （Reset）] を選択し ます。

[ポー ト （Port）] Unity Connection と 連動させる  Cisco Unified CM サーバの IP ポー ト を入
力し ます。デフ ォル ト 設定を使用する こ と を推奨し ます。

TLS ポー ト （TLS 
Port）

Unity Connection と 連動させる  Cisco Unified CM サーバの TLS ポー ト を
入力し ます。デフ ォル ト 設定を使用する こ と を推奨し ます。

表 3-27 SIP サーバの設定（続き）

フ ィ ール ド 設定

表 3-28 TFTP サーバの設定 

フ ィ ール ド 設定

順序 TFTP サーバの優先順位を入力し ます。数値の最も小さ いサーバがプ ラ
イ マ リ  TFTP サーバで、数値がプ ラ イ マ リ よ り も大きい場合はセカ ンダ
リ  サーバです。

IPv4 ア ド レ ス /ホ ス
ト 名（IPv4 Address 
or Host Name） 

TFTP サーバの IPv4 ア ド レ ス（ま たはホ ス ト 名）を入力し ます。

こ のフ ィ ール ド に IP ア ド レ ス ま たはホ ス ト 名を入力する か、[IPv6 ア ド
レ ス /ホ ス ト 名（IPv6 Address or Host Name）] フ ィ ール ド に IP ア ド レ ス ま
たはホ ス ト 名を入力する必要があ り ます（ま た、該当する場合は、両方の
フ ィ ール ド に情報を入力し ます）。両方のフ ィ ール ド を空白のま まにする
こ と はで き ません。

IPv6 ア ド レ ス /ホ ス
ト 名（IPv6 Address 
or Host Name）

TFTP サーバの IPv6 ア ド レ ス（ま たはホ ス ト 名）を入力し ます。

IPv6 ア ド レ スは、「RFC 5952」が推奨する  IPv6 Address Text Representation
（IPv6 ア ド レ ス表記）に準拠し たテキ ス ト 表記にする必要があ り ます。

こ のフ ィ ール ド に IP ア ド レ ス ま たはホ ス ト 名を入力する か、[IPv4 ア ド
レ ス /ホ ス ト 名（IPv4 Address or Host Name）] フ ィ ール ド に IP ア ド レ ス ま
たはホ ス ト 名を入力する必要があ り ます（ま た、該当する場合は、両方の
フ ィ ール ド に情報を入力し ます）。両方のフ ィ ール ド を空白のま まにする
こ と はで き ません。

（注） IPv6 は、Cisco Unified CM 10.0 と の SIP 連動でサポー ト さ れます。

IP ア ド レ ス /ホ ス ト
名（IPv6 Address or 
Host Name）

TFTP サーバの IP ア ド レ ス（ま たはホ ス ト 名）を入力し ます。
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ステ ッ プ 11 [ポー ト  グループの基本設定（Port Group Basics）] ページの [関連 リ ン ク（Related Links）] ド ロ ッ プ
ダ ウ ン  ボ ッ ク スで、[ポー ト の追加（Add Ports）] を選択し て、[移動（Go）] を選択し ます。

ステ ッ プ 12 [ポー ト の新規作成（New Port）] ページで次の設定を入力し て、[保存（Save）] を選択し ます。

ステ ッ プ 13 [ポー ト の検索（Search Ports）] ページで、こ の電話シ ス テム連動に対し て作成し た最初のボ イ ス  
メ ッ セージ ポー ト の表示名を選択し ます。

（注） デフ ォル ト では、ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の表示名は、ポー ト  グループの表示名の後に
増分番号が付加さ れた も のにな り ます。

ステ ッ プ 14 [ポー ト の基本設定（Port Basics）] ページで、必要に応じ て、ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の設定を入
力し ます。次の表のフ ィ ール ド は、変更可能な も のを示し ています。

表 3-29 [ポー ト の新規作成（New Port）] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

[有効（Enabled）] こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ポー ト 数（Number of 
Ports）

こ のポー ト  グループ内に作成する ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の数を
入力し ます。

（注） Unity Connection ク ラ ス タ の場合は、すべての Unity 
Connection サーバで使用さ れる ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト 数の
合計を入力する必要があ り ます。各ポー ト は後で特定の Unity 
Connection サーバに割 り 当て られます。

[電話シ ス テム（Phone 
System）]

ス テ ッ プ 5 で入力し た電話シ ス テムの名前を選択し ます。

[ポー ト グループ（Port 
Group）]

ス テ ッ プ 9 で追加し たポー ト  グループの名前を選択し ます。

サーバ Unity Connection サーバの名前を選択し ます。

表 3-30 ボイス メ ッ セージ ポー ト の設定 

フ ィ ール ド 説明

[有効（Enabled）] ポー ト を有効にする には、こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。
ポー ト は通常の動作中に有効にな り ます。

ポー ト を無効にする には、こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオフに し ます。
ポー ト が無効になっている場合にポー ト を呼び出すと、呼び出し音は
鳴 り ますが、応答はあ り ません。通常、ポー ト は、テ ス ト 中イ ン ス ト ーラ
に よ ってだけ無効にな り ます。

サーバ （Unity Connection ク ラ ス タ の場合に限る）こ のポー ト を処理する  
Unity Connection サーバの名前を選択し ます。

等し い数の応答ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト と 発信ボ イ ス  メ ッ セージ 
ポー ト を  Cisco Unity Connection サーバに割 り 当てて、こ れら のポー ト
がボ イ ス  メ ッ セージ ト ラ フ ィ ッ ク を等し く 共有する よ う に し ます。

コールへの応答 ポー ト を通話への応答用に指定するには、このチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオン
に し ます。こ れら の通話は、識別で き ない発信者ま たはユーザか ら の
着信です。
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ステ ッ プ 15 [保存（Save）] を選択し ます。

ステ ッ プ 16 [次へ（Next）] を選択し ます。

ステ ッ プ 17 電話シ ス テムの残 り すべてのボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト について、ス テ ッ プ 14 ～ス テ ッ プ 16 を
繰 り 返し ます。

ステ ッ プ 18 Cisco Unified CM の認証 と 暗号化を使用する場合は、次のサブス テ ッ プを実行し ます。そ う でな
い場合は、ス テ ッ プ 20 に進みます。

a. Cisco Unity Connection Administrationで [テ レ フ ォ ニー統合（Telephony Integrations）] > [セ
キ ュ リ テ ィ （Security）] を展開し、[ルー ト 証明書（Root Certificate）] を選択し ます。

b. [ルー ト 証明書の表示（View Root Certificate）] ページで、[右ク リ ッ ク し て証明書を フ ァ イル
と し て保存（Right-Click to Save the Certificate as a File）] の リ ン ク部分を右ク リ ッ ク し て、[名
前を付けて保存（Save Target As）] を選択し ます。

c. [名前を付けて保存（Save As）] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、Unity Connection ルー ト 証明書を フ ァ
イル と し て保存する場所を参照し ます。

d. [フ ァ イル名（File Name）] フ ィ ール ド で、拡張子が .pem であ る（.htm ではない）こ と を確認
し、[保存（Save）] を選択し ます。

注意 証明書は、拡張子 .pem（.htm ではな く ）付き のフ ァ イル と し て保存する必要があ り ます。
そ う し ない と 、Cisco Unified CM で証明書が認識さ れません。

e. [ダ ウ ン ロー ド の完了（Download Complete）] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、[閉じ る（Close）] を選択
し ます。

ステ ッ プ 19 次の手順に従って、こ の Cisco Unified CM シ ス テム統合にあ るすべての Cisco Unified CM サーバ
に Unity Connection ルー ト 証明書フ ァ イルを コ ピーし ます。

ステ ッ プ 20 別の電話シ ス テム連動が存在する場合は、Cisco Unity Connection Administrationで [テ レ フ ォ ニー
統合（Telephony Integrations）] を展開し、[ ト ラ ン ク（Trunk）] を選択し ます。

ステ ッ プ 21 電話シ ス テムの ト ラ ン ク の検索（Search Phone System Trunks）] ページで、[電話シ ス テムの ト ラ ン
ク（Phone System Trunk）] メ ニ ューの [電話シ ス テム  ト ラ ン ク の新規作成（New Phone System 
Trunk）] を選択し ます。

ステ ッ プ 22 電話シ ス テム  ト ラ ン ク の新規作成（New Phone System Trunk）] ページで、次に示す電話シ ス テム  
ト ラ ン ク の設定を入力し て [保存（Save）] を選択し ます。

[ メ ッ セージ通知を実行
する（Perform Message 
Notification）]

ポー ト をユーザに対する メ ッ セージ通知用に指定するには、この
チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし ます。稼働率が最も低いポー ト に [ メ ッ
セージ通知を実行する（Perform Message Notification）] を割 り 当てます。

[MWI要求を送信する
（Send MWI Requests）]

ポー ト での MWI のオン /オフ を指定する には、こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス
をオンに し ます。稼働率が最も低いポー ト に [MWI 要求を送信する
（Send MWI Requests）] を割 り 当て ます。

[TRAP接続を許可する
（Allow TRAP 
Connections）]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにする と 、ユーザは Unity Connection の 
Web アプ リ ケーシ ョ ンで電話か ら録音ま たは再生用のポー ト を使用
で き ます。稼働率が最も低いポー ト に [TRAP 接続を許可する（Allow 
TRAP Connections）] を割 り 当て ます。

表 3-30 ボイス メ ッ セージ ポー ト の設定（続き）

フ ィ ール ド 説明
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ステ ッ プ 23 作成する残 り すべての電話シ ス テム  ト ラ ン ク について、ス テ ッ プ 21 と ス テ ッ プ 22 を繰 り 返し
ます。

SIP 連動による次世代セキュ リ テ ィ の有効化
Unity Connection は、暗号化アルゴ リ ズムに よ って機密性、整合性、認証を提供する、次世代セ
キ ュ リ テ ィ を  SIP イ ン ターフ ェ イ ス を介し てサポー ト し ます。次世代暗号化では、TLS 1.2、
SHA-2、AES256 プ ロ ト コルに基づいて Suite B 暗号化を使用する よ う に SIP イ ン ターフ ェ イ スが
制限さ れる ため、セキ ュ リ テ ィ が向上し ます。暗号化に加えて、次世代暗号化には、Unity 
Connection と  Cisco Unified CM の両方にア ッ プ ロー ド する必要があ る サー ド  パーテ ィ の証明書
が含まれています。Unity Connection と  Cisco Unified CM 間の通信時、暗号化 と サー ド パーテ ィ 証
明書の両方が両端で確認さ れます。次世代暗号化サポー ト の設定は次の と お り です。

セキュ リ テ ィ  モー ドの設定

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administration にサ イ ン イ ン し ます。

ステ ッ プ 2 Cisco Unity Connection Administration で [テ レ フ ォ ニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、[
ポー ト  グループ（Port Group）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [ポー ト  グループの検索（Search Port Groups）] ページで、該当する ポー ト  グループを選択し ます。

ステ ッ プ 4 [次世代暗号化（Next Generation Encryption）] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ 5 Cisco Unified CM Administration に ロ グ イ ン し ます。

ステ ッ プ 6 [シ ス テム（System）] > [セキ ュ リ テ ィ （Security）] に移動し、[SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ
イル（SIP Trunk Security Profile）] を選択し ます。

ステ ッ プ 7 [SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イルの検索 と 一覧表示（Find and List SIP Trunk Security 
Profiles）] ページで、「SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イルを作成する」の手順（3-3 ページ）
で作成し た SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イルを選択し ます。

ステ ッ プ 8 [SIP ト ラ ン ク  セキ ュ リ テ ィ  プ ロ フ ァ イルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）] ペー
ジで、[X.509 のサブジ ェ ク ト 名（X.509 Subject Name）]  がそれぞれの Unity Connection サーバの 
FQDN になっている必要があ り ます。

ステ ッ プ 9 「TLS 暗号の設定」の項の説明に従って、TLS 暗号化を設定し ます。

表 3-31 電話システム ト ラ ン クの設定 

フ ィ ール ド 設定

発信側電話シ ス テム
（From Phone System）

ト ラ ン ク の作成対象 と な る電話シ ス テムの表示名を選択し ます。

受信側電話シ ス テム
（To Phone System）

ト ラ ン ク の接続先 と な る既存の電話シ ス テムの表示名を選択し ます。

ト ラ ン ク  ア ク セス  
コー ド （Trunk Access 
Code）

Unity Connection が既存の電話シ ス テムの内線番号にゲー ト ウ ェ イ経由
で通話を転送する と き にダ イ ヤルする追加ダ イ ヤル番号を入力し ます。
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TLS 暗号の設定

Unity Connection および Cisco Unified CM で TLS 暗号オプシ ョ ン を設定する手順は以下の と お
り です。

ステ ッ プ 1 Cisco Unified CM Administration ページにサ イ ン イ ン し て、[シ ス テム（Systems）] > [エン タープ ラ
イ ズ パラ メ ータ（Enterprise Parameters）] > [セキ ュ リ テ ィ  パラ メ ータ（Security Parameters）] > 
[TLS 暗号（TLS Ciphers）] の順に移動し ます。

ステ ッ プ 2 ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら適切な TLS 暗号オプシ ョ ン を選択し ます。

ステ ッ プ 3 画面の右上隅の [ナビゲーシ ョ ン（Navigation）] ペイ ンで、 Cisco Unified Serviceability を選択し、[
移動（Go）] を選択し ます。

ステ ッ プ 4  Cisco Unified Serviceability ページで、[ツール（Tools）] > [コ ン ト ロール セン ターの機能サービ ス
（Control Centre-Feature Services）] に移動し ます。リ ス ト か ら  [Cisco Call Manager] を選択し、[ リ ス
ター ト （Restart）] を選択し ます。

（注） Cisco Unified CM ク ラ ス タ の場合は、パブ リ ッ シ ャ と サブス ク ラ イバの両方を再起動する必要が
あ り ます。

ステ ッ プ 5 Cisco Unity Connection Administration ページにサイ ン イ ン し て、[シ ス テム設定（System Settings）] > 
[全般設定（General Configurations）] の順に展開し、[TLS 暗号（TLS Ciphers）] を選択し ます。

ステ ッ プ 6 ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら適切な TLS 暗号オプシ ョ ン を選択し ます。

ステ ッ プ 7 画面の右上隅の [ナビゲーシ ョ ン（Navigation）] ペイ ンで、 Cisco Unity Connection Serviceability を
選択し、[移動（Go）] を選択し ます。

ステ ッ プ 8 [ツール（Tools）] > [サービ ス管理（Service Management）] に移動し、Connection Conversation 
Manager を停止し ます。Connection Conversation Manager が停止し た ら、それを再起動し ます。

（注） Unity Connection ク ラ ス タ の場合は、パブ リ ッ シ ャ と サブス ク ラ イバの両方に対し て  Connection 
Conversation Manager を再起動する必要があ り ます。

ステ ッ プ 9 「証明書の作成 と ア ッ プ ロー ド 」の項の説明に従って、RSA と  EC キー ベースの証明書を作成し
てア ッ プ ロー ド し ます。

以下の リ ス ト は、ド ロ ッ プダ ウ ン  メ ニ ューの TLS 暗号オプシ ョ ンおよび対応する優先順位を示
し ています。

表 3-32 TLS 暗号オプシ ョ ン と優先順位 

TLS 暗号オプシ ョ ン TLS 暗号（優先順）

AES-256 SHA384 暗号化のみの RSA を優先
（AES-256 SHA384 ciphers only RSA preferred）

ECDHE-RSA-AES256-GCM-SHA384

ECDHE-ECDSA-AES256-GCM-SHA384

AES-128 SHA256 暗号化のみの RSA を優先
（AES-128 SHA256 ciphers only RSA preferred）

ECDHE--RSA-AES128-GCM-SHA256

ECDHE-ECDSA-AES128-GCM-SHA256
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Unity Connection と  Cisco Unified Communications Manager (CM) Express (formerly known as Cisco 
Unified CallManager Express) 間のネゴシエーシ ョ ンは、次の条件に よ る  TLS 暗号の設定に応じ て
異な り ます。

 • Unity Connection がサーバ と し て動作する場合、TLS 暗号ネゴシエーシ ョ ンは Cisco 
Unified CM で選択されたプ リ フ ァ レ ン スに基づき ます。

 – ECDSA ベースの暗号（AES-256、AES-128 暗号化 ECDSA のみ）がネゴシエー ト さ れる場
合は、SSL ハン ド シ ェ イ ク で EC キー ベースの Call Manager-ECDSA 証明書が使用さ れ
ます。

 – RSA ベースの暗号がネゴシエー ト される場合は、SSL ハン ド シ ェ イ ク で RSA キー ベー
スの Tomcat 証明書が使用さ れます。

 • Unity Connection が ク ラ イ アン ト と し て動作する場合、TLS 暗号ネゴシエーシ ョ ンは Unity 
Connection で選択さ れたプ リ フ ァ レ ン スに基づき ます。

 • ク ラ イ アン ト  モー ド では、TLS 暗号オプシ ョ ン と し て  [AES-256、AES-128 暗号化 ECDSA の
み（AES-256, AES-128 ciphers ECDSA only）] が選択されている場合にのみ、Unity Connection 
と  Cisco Unified CM の両方が EC キー ベースの証明書を送信し ます。それ以外の場合は、SSL 
ハン ド シ ェ イ ク で常に RSA ベースの証明書が送信されます。

RTP イ ン ターフ ェ イ ス を介し た次世代セキ ュ リ テ ィ を有効にする場合は、次の よ う に SRTP 暗号
を設定し ます。

SRTP 暗号の設定

ステ ッ プ 1 Cisco Unified CM Administration ページにサ イ ン イ ン し て、[シ ス テム（Systems）] > [エン タープ ラ
イ ズ パラ メ ータ（Enterprise Parameters）] > [セキ ュ リ テ ィ  パラ メ ータ（Security Parameters）] > 
[SRTP 暗号（SRTP Ciphers）] の順に移動し ます。

ステ ッ プ 2 ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら適切な SRTP 暗号オプシ ョ ン を選択し ます。

AES-256、AES-128 暗号化 ECDSA を優先
（AES-256, AES-128 ciphers ECDSA preferred）

ECDHE-ECDSA-AES256-GCM-SHA384

ECDHE-ECDSA-AES128-GCM-SHA256

ECDHE-RSA-AES256-GCM-SHA384

ECDHE-RSA-AES128-GCM-SHA256

AES-128-SHA

AES-256、AES-128 暗号化 ECDSA のみ
（AES-256, AES-128 ciphers ECDSA only）

ECDHE-ECDSA-AES256-GCM-SHA384

ECDHE-ECDSA-AES128-GCM-SHA256

AES-256、AES-128 暗号化 RSA を優先
（AES-256, AES-128 ciphers RSA preferred）（デ
フ ォル ト ）

ECDHE-RSA-AES256-GCM-SHA384

ECDHE-RSA-AES128-GCM-SHA256

ECDHE-ECDSA-AES256-GCM-SHA384

ECDHE-ECDSA-AES128-GCM-SHA256

AES-128-SHA

AES-128 SHA1 暗号化のみ AES-128-SHA

表 3-32 TLS 暗号オプシ ョ ン と優先順位（続き）
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ステ ッ プ 3 画面の右上隅の [ナビゲーシ ョ ン（Navigation）] ペイ ンで、 Cisco Unified Serviceability を選択し、
[移動（Go）] を選択し ます。

ステ ッ プ 4  Cisco Unified Serviceability ページで、[ツール（Tools）] > [コ ン ト ロール セン ターの機能サービ ス
（Control Centre-Feature Services）] に移動し ます。リ ス ト か ら  [Cisco Call Manager] を選択し、[ リ ス
ター ト （Restart）] を選択し ます。

（注） Cisco Unified CM ク ラ ス タ の場合は、パブ リ ッ シ ャ と サブス ク ラ イバの両方を再起動する必要が
あ り ます。

ステ ッ プ 5 Cisco Unity Connection Administration ページにサイ ン イ ン し て、[シ ス テム設定（System Settings）] > 
[全般設定（General Configurations）] の順に展開し、[SRTP 暗号（SRTP Ciphers）] を選択し ます。

ステ ッ プ 6 ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら適切な SRTP 暗号オプシ ョ ン を選択し ます。

ステ ッ プ 7 画面の右上隅の [ナビゲーシ ョ ン（Navigation）] ペイ ンで、 Cisco Unity Connection Serviceability を
選択し、[移動（Go）] を選択し ます。

ステ ッ プ 8 [ツール（Tools）] > [サービ ス管理（Service Management）] に移動し、Connection Conversation 
Manager を停止し ます。Connection Conversation Manager が停止し た ら、それを再起動し ます。

（注） Unity Connection ク ラ ス タ の場合は、パブ リ ッ シ ャ と サブス ク ラ イバの両方に対し て  Connection 
Conversation Manager を再起動する必要があ り ます。

以下の リ ス ト は、ド ロ ッ プダ ウ ン  メ ニ ューの SRTP 暗号オプシ ョ ンおよび対応する優先順位を
示し ています。

表 3-33 SRTP 暗号オプシ ョ ン と優先順位

Unity Connection と  Cisco Unified CM 間のネゴシエーシ ョ ンは、次の条件に よ る  SRTP 暗号の
設定に応じ て異な り ます。

 • Unity Connection がサーバ と し て動作する場合、SRTP 暗号ネゴシエーシ ョ ンは Cisco Unified 
Communications Manager で選択さ れたプ リ フ ァ レ ン スに基づき ます。

 • Unity Connection が ク ラ イ アン ト と し て動作する場合、SRTP 暗号ネゴシエーシ ョ ンは Unity 
Connection で選択さ れたプ リ フ ァ レ ン スに基づき ます。

SRTP 暗号オプシ ョ ン SRTP 暗号（優先順）

すべてのサポー ト さ れる  AES-256、AES-128 
暗号（All supported AES-256,AES-128 ciphers）

AEAD_AES_256_GCM

AEAD_AES_128_GCM

AES-128 SHA1

AEAD AES256 GCM ベースの暗号のみ
（AEAD AES256 GCM-based ciphers only）

AEAD AES256 GCM

AEAD AES128 GCM ベースの暗号のみ
（AEAD AES128 GCM-based ciphers only）

AEAD AES128 GCM

AES-128 SHA1 暗号化のみ AES128-SHA
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証明書の作成と ア ッ プロー ド

Unity Connection では、RSA キー ベースの Tomcat 証明書 と  EC キー ベースの Call 
Manager-ECDSA 証明書（自己署名およびサー ド パーテ ィ ）が使用さ れます。それ ら の設定は次の
と お り です。

 • RSA キー ベースの証明書用の設定

 • EC キー ベースの証明書用の設定

RSA キー ベースの証明書用の設定

Unity Connection の RSA キー ベースの証明書を作成し て  Cisco Unified CM にア ッ プ ロー ド する
手順は以下の と お り です。

ステ ッ プ 1 Unity Connection で、Cisco Unified Operating System Administration ページにサ イ ン イ ン し ます。

ステ ッ プ 2 [セキ ュ リ テ ィ （Security）] に移動し、[証明書の管理（Certificate Management）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 Unity Connection の自己署名証明書を作成する場合は、ス テ ッ プ 4 か ら  ス テ ッ プ 6 を実行し ま
す。そ う でない場合は、ス テ ッ プ 7 に進みます。

ステ ッ プ 4 [証明書の管理（Certificate Management）] ページで、[自己署名証明書の作成（Generate Self Signed）] 
を選択し ます。

ステ ッ プ 5 [自己署名証明書の作成（Generate Self Signed）] ウ ィ ン ド ウの [証明書の用途（Certificate Purpose）] 
で、[tomcat] を選択し ます。

ステ ッ プ 6 [生成（Generate）] を選択し ます。

ステ ッ プ 7 RSA キー ベースのサー ド パーテ ィ 証明書を作成する には、[証明書の管理（Certificate 
Management）] ページで [CSR の作成（Generate CSR）] を選択し ます。

ステ ッ プ 8 [証明書署名要求の作成（Generate Certificate Signing Request）] ウ ィ ン ド ウの [証明書の用途
（Certificate Purpose）] フ ィ ール ド で、[tomcat] を選択し ます。

ステ ッ プ 9 [親 ド メ イ ン（Parent Domain）] フ ィ ール ド で、Unity Connection の完全な FQDN を入力し ます。

ステ ッ プ 10 [生成（Generate）] を選択し ます。

ステ ッ プ 11 [証明書の一覧（Certificate List）] ページで、[CSR のダ ウ ン ロー ド （Download CSR）] を選択し ま
す。こ れに よ って、Microsoft CA ま たは VeriSign であ る サー ド パーテ ィ か ら  Unity Connection 証
明書が作成さ れます。

ステ ッ プ 12 Unity Connection の リ ーフ証明書 と 認証局のルー ト /チェーン証明書をシ ス テムに保存し ます。

ステ ッ プ 13 [証明書の一覧（Certificate List）] ページで、[証明書/証明書チェーンのア ッ プ ロー ド （Upload 
Certificate/Certificate chain）] を選択し ます。

ステ ッ プ 14 [証明書/証明書チェーンのア ッ プ ロー ド （Upload Certificate/Certificate chain）] ウ ィ ン ド ウの [証明
書の用途（Certificate Purpose）] フ ィ ール ド で、[tomcat] を選択し ます。

ステ ッ プ 15 [フ ァ イルのア ッ プ ロー ド （Upload File）] に移動し て [参照（Browse）] を選択し、サー ド パーテ ィ  
CSR に よ って作成さ れた（ス テ ッ プ 12 で保存し た）Unity Connection リ ーフ証明書をア ッ プ ロー
ド し ます。

ステ ッ プ 16 [ア ッ プ ロー ド （Upload）] を選択し ます。

ステ ッ プ 17 Cisco Unified CM で、Cisco Unified Operating System Administration ページにサ イ ン イ ン し ます。

ステ ッ プ 18 [セキ ュ リ テ ィ （Security）] に移動し、[証明書の管理（Certificate Management）] を選択し ます。

ステ ッ プ 19 [証明書の一覧（Certificate List）] ページで、[証明書/証明書チェーンのア ッ プ ロー ド （Upload 
Certificate/Certificate chain）] を選択し ます。
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ステ ッ プ 20 [証明書/証明書チェーンのア ッ プ ロー ド （Upload Certificate/Certificate chain）] ウ ィ ン ド ウの [証明
書の用途（Certificate Purpose）] フ ィ ール ド で、[CallManager の信頼性（CallManager-trust）] を選択
し ます。

ステ ッ プ 21 [フ ァ イルのア ッ プ ロー ド （Upload File）] に移動し て [参照（Browse）] を選択し、ス テ ッ プ 6 で作
成し た Unity Connection 自己署名証明書をア ッ プ ロー ド し ます。Unity Connection サー ド パー
テ ィ 証明書をア ッ プ ロー ド する には、ス テ ッ プ 12 で保存し たサー ド パーテ ィ 認証局のルー ト /
チェーン証明書を参照し ます。

（注） Unity Connection ク ラ ス タ の場合は、Cisco Unified CM の [CallManager の信頼性
（CallManager-trust）] で、パブ リ ッ シ ャ と サブス ク ラ イバの両方の自己署名証明書を作成し て
ア ッ プ ロー ド し ます。

ステ ッ プ 22 [ア ッ プ ロー ド （Upload）] を選択し ます。

Cisco Unified CM の RSA ベースの証明書を作成し て Unity Connection にア ッ プ ロー ド する手順
は以下の と お り です。

ステ ッ プ 1 Cisco Unified CM で、Cisco Unified Operating System Administration ページにサ イ ン イ ン し ます。

ステ ッ プ 2 [セキ ュ リ テ ィ （Security）] に移動し、[証明書の管理（Certificate Management）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 Cisco Unified CM の自己署名証明書を作成する場合は、ス テ ッ プ 4 か ら  ス テ ッ プ 6 を実行し ま
す。そ う でない場合は、ス テ ッ プ 7 に進みます。

ステ ッ プ 4 [証明書の管理（Certificate Management）] ページで、[自己署名証明書の作成（Generate Self Signed）] 
を選択し ます。

ステ ッ プ 5 [新し い自己署名証明書の作成（Generate New Self Signed Certificate）] ウ ィ ン ド ウの [証明書の用
途（Certificate Purpose）] フ ィ ール ド で、[CallManager] を選択し ます。

ステ ッ プ 6 [生成（Generate）] を選択し ます。

ステ ッ プ 7 RSA キー ベースのサー ド パーテ ィ 証明書を作成する には、[証明書の管理（Certificate 
Management）] ページで [CSR の作成（Generate CSR）] を選択し ます。

ステ ッ プ 8 [証明書署名要求の作成（Generate Certificate Signing Request）] ウ ィ ン ド ウの [証明書の用途
（Certificate Purpose）] フ ィ ール ド で、[CallManager] を選択し ます。

ステ ッ プ 9 [親 ド メ イ ン（Parent Domain）] フ ィ ール ド で、Cisco Unified CM の完全な FQDN を入力し ます。

ステ ッ プ 10 [生成（Generate）] を選択し ます。

ステ ッ プ 11 [証明書の一覧（Certificate List）] ページで、[CSR のダ ウ ン ロー ド （Download CSR）] を選択し ま
す。こ れに よ って、Microsoft CA ま たは VeriSign であ る サー ド パーテ ィ か ら  Cisco Unified CM 証
明書が作成さ れます。

ステ ッ プ 12 Cisco Unified CM の リ ーフ証明書 と 認証局のルー ト /チェーン証明書をシ ス テムに保存し ます。

ステ ッ プ 13 [証明書の一覧（Certificate List）] ページで、[証明書/証明書チェーンのア ッ プ ロー ド （Upload 
Certificate/Certificate chain）] を選択し ます。

ステ ッ プ 14 [証明書/証明書チェーンのア ッ プ ロー ド （Upload Certificate/Certificate chain）] ウ ィ ン ド ウの [証明
書の用途（Certificate Purpose）] フ ィ ール ド で、[CallManager] を選択し ます。

ステ ッ プ 15 [フ ァ イルのア ッ プ ロー ド （Upload File）] に移動し て [参照（Browse）] を選択し、サー ド パーテ ィ  
CSR に よ っ て作成さ れた（ス テ ッ プ 12 で保存し た）Cisco Unified CM リ ーフ証明書をア ッ プ ロー
ド し ます。
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ステ ッ プ 16 [ア ッ プ ロー ド （Upload）] を選択し ます。

ステ ッ プ 17 Unity Connection で、Cisco Unified Operating System Administration ページにサ イ ン イ ン し ます。

ステ ッ プ 18 [セキ ュ リ テ ィ （Security）] に移動し、[証明書の管理（Certificate Management）] を選択し ます。

ステ ッ プ 19 [証明書の一覧（Certificate List）] ページで、[証明書/証明書チェーンのア ッ プ ロー ド （Upload 
Certificate/Certificate chain）] を選択し ます。

ステ ッ プ 20 [証明書/証明書チェーンのア ッ プ ロー ド （Upload Certificate/Certificate chain）] ウ ィ ン ド ウの [証明
書の用途（Certificate Purpose）] フ ィ ール ド で、[Tomcat の信頼性（Tomcat-trust）] を選択し ます。

ステ ッ プ 21 [フ ァ イルのア ッ プ ロー ド （Upload File）] に移動し て [参照（Browse）] を選択し、ス テ ッ プ 6 で作
成し た Cisco Unified CM 自己署名証明書をア ッ プ ロー ド し ます。Cisco Unified CM サー ド パー
テ ィ 証明書をア ッ プ ロー ド する には、ス テ ッ プ 12 で保存し たサー ド パーテ ィ 認証局のルー ト /
チェーン証明書を参照し ます。

（注） Cisco Unified CM ク ラ ス タ の場合は、Unity Connection の [Tomcat の信頼性（Tomcat-trust）] で、パ
ブ リ ッ シ ャ と サブス ク ラ イバの両方の自己署名証明書を作成し てア ッ プ ロー ド し ます。

ステ ッ プ 22 [ア ッ プ ロー ド （Upload）] を選択し ます。

EC キー ベースの証明書用の設定

Unity Connection の EC キー ベースの証明書を作成し て  Cisco Unified CM にア ッ プ ロー ド する
手順は以下の と お り です。

ステ ッ プ 1 Unity Connection で、Cisco Unified Operating System Administration ページにサ イ ン イ ン し ます。

ステ ッ プ 2 [セキ ュ リ テ ィ （Security）] に移動し、[証明書の管理（Certificate Management）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 Unity Connection の自己署名証明書を作成する場合は、ス テ ッ プ 4 か ら  ス テ ッ プ 6 を実行し ま
す。そ う でない場合は、ス テ ッ プ 7 に進みます。

ステ ッ プ 4 [証明書の管理（Certificate Management）] ページで、[自己署名証明書の作成（Generate Self Signed）] 
を選択し ます。

ステ ッ プ 5 [新し い自己署名証明書の作成（Generate New Self Signed Certificate）] ウ ィ ン ド ウの [証明書の用
途（Certificate Purpose）] フ ィ ール ド で、[CallManager-ECDSA] を選択し ます。

ステ ッ プ 6 [生成（Generate）] を選択し ます。

ステ ッ プ 7 EC キー ベースのサー ド パーテ ィ 証明書を作成する には、[証明書の管理（Certificate 
Management）] ページで [CSR の作成（Generate CSR）] を選択し ます。

ステ ッ プ 8 [証明書署名要求の作成（Generate Certificate Signing Request）] ウ ィ ン ド ウの [証明書の用途
（Certificate Purpose）] フ ィ ール ド で、[CallManager-ECDSA] を選択し ます。

ステ ッ プ 9 [親 ド メ イ ン（Parent Domain）] フ ィ ール ド で、Unity Connection の完全な FQDN を入力し ます。

ステ ッ プ 10 [生成（Generate）] を選択し ます。

ステ ッ プ 11 [証明書の一覧（Certificate List）] ページで、[CSR のダ ウ ン ロー ド （Download CSR）] を選択し ま
す。こ れに よ って、Microsoft CA ま たは VeriSign であ る サー ド パーテ ィ か ら  Unity Connection 
ECDSA 証明書が作成さ れます。

ステ ッ プ 12 Unity Connection の リ ーフ証明書 と 認証局のルー ト /チェーン証明書をシ ス テムに保存し ます。

ステ ッ プ 13 [証明書の一覧（Certificate List）] ページで、[証明書/証明書チェーンのア ッ プ ロー ド （Upload 
Certificate/Certificate chain）] を選択し ます。
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ステ ッ プ 14 [証明書/証明書チェーンのア ッ プ ロー ド （Upload Certificate/Certificate chain）] ウ ィ ン ド ウの [証明
書の用途（Certificate Purpose）] フ ィ ール ド で、[CallManager-ECDSA] を選択し ます。

ステ ッ プ 15 [フ ァ イルのア ッ プ ロー ド （Upload File）] に移動し て [参照（Browse）] を選択し、サー ド パーテ ィ  
CSR に よ って作成さ れた（ス テ ッ プ 12 で保存し た）Unity Connection リ ーフ証明書をア ッ プ ロー
ド し ます。

ステ ッ プ 16 [ア ッ プ ロー ド （Upload）] を選択し ます。

ステ ッ プ 17 Cisco Unified CM で、Cisco Unified Operating System Administration ページにサ イ ン イ ン し ます。

ステ ッ プ 18 [セキ ュ リ テ ィ （Security）] に移動し、[証明書の管理（Certificate Management）] を選択し ます。

ステ ッ プ 19 [証明書の一覧（Certificate List）] ページで、[証明書/証明書チェーンのア ッ プ ロー ド （Upload 
Certificate/Certificate chain）] を選択し ます。

ステ ッ プ 20 [証明書/証明書チェーンのア ッ プ ロー ド （Upload Certificate/Certificate chain）] ウ ィ ン ド ウの [証明
書の用途（Certificate Purpose）] フ ィ ール ド で、[CallManager の信頼性（CallManager-trust）] を選択
し ます。

ステ ッ プ 21 [フ ァ イルのア ッ プ ロー ド （Upload File）] に移動し て [参照（Browse）] を選択し、ス テ ッ プ 6 で作
成し た Unity Connection 自己署名証明書をア ッ プ ロー ド し ます。Unity Connection サー ド パー
テ ィ 証明書をア ッ プ ロー ド する には、ス テ ッ プ 12 で保存し たサー ド パーテ ィ 認証局のルー ト /
チェーン証明書を参照し ます。

（注） Unity Connection ク ラ ス タ の場合は、Cisco Unified CM の [CallManager の信頼性
（CallManager-trust）] で、パブ リ ッ シ ャ と サブス ク ラ イバの両方の自己署名証明書を作成し て
ア ッ プ ロー ド し ます。

ステ ッ プ 22 [ア ッ プ ロー ド （Upload）] を選択し ます。

Cisco Unified CM の EC キー ベースの証明書を作成し て  Unity Connection にア ッ プ ロー ド する
手順は以下の と お り です。

ステ ッ プ 1 Cisco Unified CM で、Cisco Unified Operating System Administration ページにサ イ ン イ ン し ます。

ステ ッ プ 2 [セキ ュ リ テ ィ （Security）] に移動し、[証明書の管理（Certificate Management）] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 Cisco Unified CM の自己署名証明書を作成する場合は、ス テ ッ プ 4 か ら  ス テ ッ プ 6 を実行し ま
す。そ う でない場合は、ス テ ッ プ 7 に進みます。

ステ ッ プ 4 [証明書の管理（Certificate Management）] ページで、[自己署名証明書の作成（Generate Self Signed）] 
を選択し ます。

ステ ッ プ 5 [新し い自己署名証明書の作成（Generate New Self Signed Certificate）] ウ ィ ン ド ウの [証明書の用
途（Certificate Purpose）] フ ィ ール ド で、[CallManager-ECDSA] を選択し ます。

ステ ッ プ 6 [生成（Generate）] を選択し ます。

ステ ッ プ 7 EC キー ベースのサー ド パーテ ィ 証明書を作成する には、[証明書の管理（Certificate 
Management）] ページで [CSR の作成（Generate CSR）] を選択し ます。

ステ ッ プ 8 [証明書署名要求の作成（Generate Certificate Signing Request）] ウ ィ ン ド ウの [証明書の用途
（Certificate Purpose）] フ ィ ール ド で、[CallManager-ECDSA] を選択し ます。

ステ ッ プ 9 [親 ド メ イ ン（Parent Domain）] フ ィ ール ド で、Cisco Unified CM の完全な FQDN を入力し ます。

ステ ッ プ 10 [生成（Generate）] を選択し ます。
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ステ ッ プ 11 [証明書の一覧（Certificate List）] ページで、[CSR のダ ウ ン ロー ド （Download CSR）] を選択し ま
す。こ れに よ って、Microsoft CA ま たは VeriSign であ る サー ド パーテ ィ か ら  Cisco Unified CM 証
明書が作成さ れます。

ステ ッ プ 12 Cisco Unified CM の リ ーフ証明書 と 認証局のルー ト /チェーン証明書をシ ス テムに保存し ます。

ステ ッ プ 13 [証明書の一覧（Certificate List）] ページで、[証明書/証明書チェーンのア ッ プ ロー ド （Upload 
Certificate/Certificate chain）] を選択し ます。

ステ ッ プ 14 [証明書/証明書チェーンのア ッ プ ロー ド （Upload Certificate/Certificate chain）] ウ ィ ン ド ウの [証明
書の用途（Certificate Purpose）] フ ィ ール ド で、[CallManager-ECDSA] を選択し ます。

ステ ッ プ 15 [フ ァ イルのア ッ プ ロー ド （Upload File）] に移動し て [参照（Browse）] を選択し、サー ド パーテ ィ  
CSR に よ っ て作成さ れた（ス テ ッ プ 12 で保存し た）Cisco Unified CM リ ーフ証明書をア ッ プ ロー
ド し ます。

ステ ッ プ 16 [ア ッ プ ロー ド （Upload）] を選択し ます。

ステ ッ プ 17 Unity Connection で、Cisco Unified Operating System Administration ページにサ イ ン イ ン し ます。

ステ ッ プ 18 [セキ ュ リ テ ィ （Security）] に移動し、[証明書の管理（Certificate Management）] を選択し ます。

ステ ッ プ 19 [証明書の一覧（Certificate List）] ページで、[証明書/証明書チェーンのア ッ プ ロー ド （Upload 
Certificate/Certificate chain）] を選択し ます。

ステ ッ プ 20 [証明書/証明書チェーンのア ッ プ ロー ド （Upload Certificate/Certificate chain）] ウ ィ ン ド ウの [証明
書の用途（Certificate Purpose）] フ ィ ール ド で、[CallManager の信頼性（CallManager-trust）] を選択
し ます。

ステ ッ プ 21 [フ ァ イルのア ッ プ ロー ド （Upload File）] に移動し て [参照（Browse）] を選択し、ス テ ッ プ 6 で作
成し た Cisco Unified CM 自己署名証明書をア ッ プ ロー ド し ます。Cisco Unified CM サー ド パー
テ ィ 証明書をア ッ プ ロー ド する には、 ス テ ッ プ 12 で保存し たサー ド パーテ ィ 認証局のルー ト /
チェーン証明書を参照し ます。

（注） Cisco Unified CM ク ラ ス タの場合は、Unity Connection の [CallManager の信頼性
（CallManager-trust）] で、パブ リ ッ シ ャ と サブス ク ラ イバの両方の自己署名証明書を作成し てア ッ
プロー ド し ます。

ステ ッ プ 22 [ア ッ プ ロー ド （Upload）] を選択し ます。

RSA および ECDSA ベースの証明書の詳細については、『Cisco Unified Communications Operating 
System Administration Guide for Cisco Unity Connection Release 11.x』の「Security」の章の「Manage 
Certificates and Certificate Trust Lists」を参照し て く だ さい。この ド キ ュ メ ン ト は次の URL から入手
でき ます。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/os_administration/guide/11xcucosag
x.html。
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連動のテス ト

Cisco Unity Connection と 電話シ ス テムが適切に連動さ れている かど う かをテ ス ト する には、次
の手順を実行し ます。

いずれかのステ ッ プで失敗が示された場合は、次の資料の う ち該当する ものを参照し て く だ さい。

 • 『Install, Upgrade, and Maintenance Guide for Cisco Unity Connection, Release 11.x, 』の
「Installing Cisco Unity Connection」の章
（http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/install_upgrade/guide/11
xcuciumgx.html か ら入手可能）。

 • 『Troubleshooting Guide for Cisco Unity Connection Release 11.x』
（http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/troubleshooting/guide/11
xcuctsgx.html か ら入手可能）。

 • こ のマニ ュ アルで こ れまでに示し た設定情報

テレ フ ォニー統合をテス ト する

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administration で、[テ レ フ ォ ニー統合（Telephony Integrations）] に移動し、
[電話シ ス テム（Phone System）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 設定をテ ス ト する必要があ る電話シ ス テム を リ ス ト か ら選択し ます。

ステ ッ プ 3 [関連 リ ン ク（Related Links）] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら  [テ レ フ ォ ニーの設定の確認（Check 
Telephony Configuration）] を選択し、[移動（Go）] を選択し て電話シ ス テム連動の設定を確認し
ます。

テ ス ト に失敗し た場合は、[タ ス ク の実行結果（Task Execution Results）] に 1 つ以上の メ ッ セージ
が ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ手順 と 共に表示さ れます。問題を解決し た後に、も う 一度接続をテ ス
ト し て く だ さ い。

ステ ッ プ 4 [タ ス ク の実行結果（Task Execution Results）] ウ ィ ン ド ウで [閉じ る（Close）] を選択し ます。

テス ト 用の環境を設定する

ステ ッ プ 1 Unity Connection が接続されている  1 つの電話システム上に、テス ト 用の 2 つの内線電話（電話機 1 
および電話機 2）を設定し ます。

ステ ッ プ 2 通話に対する応答がない場合に通話を  Cisco Unity Connection パイ ロ ッ ト 番号に転送する よ う
に、電話機 1 を設定し ます。
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注意 呼び出し音が 4 回以上鳴ってか ら  Unity Connection パイ ロ ッ ト 番号に通話を転送する よ
う 電話シ ス テム を設定する こ と が必要です。その よ う に設定し ない と 、テ ス ト が失敗する
場合があ り ます。

ステ ッ プ 3 Cisco Unity Connection Administration で、[ユーザ（Users）] を展開し、[ユーザ（Users）] を選択し
ます。

ステ ッ プ 4 [ユーザの検索（Search Users）] ページで、テ ス ト に使用する ユーザの表示名を選択し ます。こ の
ユーザの内線番号は電話機 1 の内線を設定する必要があ り ます。

ステ ッ プ 5 [ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページで、[次回ロ グ イ ン時の自己登録を設定する
（Set for Self-enrollment at Next Login）] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオフに し ます。

ステ ッ プ 6 [音声名（Voice Name）] フ ィ ール ド で、テ ス ト  ユーザの音声名を録音し ます。

ステ ッ プ 7 [保存（Save）] を選択し ます。

ステ ッ プ 8 [編集（Edit）] メ ニ ューで、[ メ ッ セージ受信イ ンジケータ（Message Waiting Indicators）] を選択し
ます。

ステ ッ プ 9 [ メ ッ セージ受信イ ンジケータ（Message Waiting Indicators）] ページで、メ ッ セージ受信イ ンジ
ケータ を選択し ます。表内に メ ッ セージ受信イ ンジケータ がない場合は、[新規追加（Add New）] 
を選択し ます。

ステ ッ プ 10 [ メ ッ セージ受信イ ンジケータ の編集（Edit Message Waiting Indicator）] ページで、次の設定を入力
し ます。

ステ ッ プ 11 [保存（Save）] を選択し ます。

ステ ッ プ 12 [編集（Edit）] メ ニ ューの [転送オプシ ョ ン（Transfer Options）] を選択し ます。

ステ ッ プ 13 [転送オプシ ョ ン（Transfer Options）] ページで、ア ク テ ィ ブなオプシ ョ ン を選択し ます。

ステ ッ プ 14 [転送オプシ ョ ンの編集（Edit Transfer Option）] ページの [転送操作（Transfer Action）] の [内線
（Extension）] オプシ ョ ン を選択し、電話機 1 の内線番号を入力し ます。

ステ ッ プ 15 [転送タ イ プ（Transfer Type）] フ ィ ール ド で、[ス イ ッ チへ リ リ ースする（Release to Switch）] を選択
し ます。

ステ ッ プ 16 [保存（Save）] を選択し ます。

ステ ッ プ 17 [Cisco Unity Connection Administration（Cisco Unity Connection Administration）] ウ ィ ン ド ウ を最小
化し ます。

[Cisco Unity Connection Administration] ウ ィ ン ド ウは、後の手順で再び使用する ので閉じ ないで
く だ さ い。

表 4-1  [メ ッ セージ受信イ ンジケータの編集（Edit Message Waiting Indicator）] ページの設定

フ ィ ール ド 設定

[有効（Enabled）] こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにする と 、テ ス ト  ユーザの MWI が有効に
な り ます。

[表示名（Display 
Name）]

デフ ォル ト をそのま ま使用する か、別の名前を入力し ます。

Inherit User's 

Extension（ユーザの
内線番号を継承）

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにする と 、電話機 1 の MWI が有効にな り
ます。
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ステ ッ プ 18 Real-Time Monitoring Tool（RTMT）に ロ グ イ ン し ます。

ステ ッ プ 19 [Unity Connection] メ ニ ューの [Port Monitor] を選択し ます。右側のペイ ンに [ポー ト  モニ タ（Port 
Monitor）] ツールが表示されます。

ステ ッ プ 20 右側のペイ ンで [ポー リ ン グの開始（Start Polling）] を選択し ます。発信を処理する ポー ト が [ポー
ト  モニ タ（Port Monitor）] に表示されます。

リ リ ース転送を使用し て外線通話をテス ト する

ステ ッ プ 1 電話機 2 で、外線に接続する ために必要なア ク セ ス  コー ド を入力し、外部発信者が Unity 
Connection に直接ダ イ ヤルする ために使用する番号を入力し ます。

ステ ッ プ 2 Port Monitor で、どのポー ト が こ の通話を処理する かを確認し ます。

ステ ッ プ 3 オープニン グ  グ リ ーテ ィ ン グが再生さ れた ら、電話機 1 の内線番号を入力し ます。オープニング  
グ リ ーテ ィ ン グが再生さ れた場合、そのポー ト は正し く 設定されています。

ステ ッ プ 4 電話機 1 の呼び出し音が鳴る こ と と 、電話機 2 で呼び出し ている音が聞こ え る こ と を確認し ま
す。呼び出し ている音が聞こ えた場合、Unity Connection が正し く 通話を リ リ ース し、電話機 1 に
転送し た と 判断で き ます。

ステ ッ プ 5 電話機 1 を無応答のま まに し、その通話を処理し ている ポー ト の状態が [ア イ ド ル（Idle）] に変化
し た こ と を確認し ます。こ の状態は、リ リ ース転送が正常に行われた こ と を示し ています。

ステ ッ プ 6 電話シ ス テムが待機する よ う に設定さ れている呼び出し音の回数が経過し た後に通話が Unity 
Connection に転送さ れる こ と 、およびテ ス ト  ユーザ用のグ リ ーテ ィ ングが再生さ れる こ と を確
認し ます。グ リ ーテ ィ ン グが再生さ れた場合、応答さ れなかった通話 と 通話転送情報を電話シ ス
テムが Unity Connection に転送し、Cisco Unity Connection がその情報を正し く 解釈し た と 判断で
き ます。

ステ ッ プ 7 Port Monitor で、どのポー ト が こ の通話を処理する かを確認し ます。

ステ ッ プ 8 テ ス ト  ユーザへの メ ッ セージを残し、電話機 2 を切 り ます。

ステ ッ プ 9 [ポー ト  モニ タ（Port Monitor）] で、その通話を処理し ている ポー ト の状態が [ア イ ド ル（Idle）] に
変化し た こ と を確認し ます。こ の状態は、通話の終了時にポー ト が正常に リ リ ース された こ と を
示し ています。

ステ ッ プ 10 電話機 1 の MWI がア ク テ ィ ブになってい る こ と を確認し ます。MWI がア ク テ ィ ブになってい
る場合、MWI をオンにする こ と に関し て電話シ ス テム と  Unity Connection が正常に連動し てい
る と 判断で き ます。

メ ッ セージ再生機能をテス ト する

ステ ッ プ 1 電話機 1 で、Unity Connection の内部パイ ロ ッ ト 番号を入力し ます。

ステ ッ プ 2 パス ワー ド の入力を求め られた ら、テ ス ト  ユーザのパス ワー ド を入力し ます。パス ワー ド の入力
を求める音声が再生さ れた場合、必要な通話情報を電話シ ス テムが Unity Connection に送信し、
Cisco Unity Connection がその情報を正し く 解釈し た と 判断で き ます。

ステ ッ プ 3 録音し たテ ス ト  ユーザの音声名が再生さ れる こ と を確認し ます（テ ス ト  ユーザの名前を録音し
なかった場合は、電話機 1 の内線番号が再生さ れます）。録音し た名前が再生さ れた場合、Unity 
Connection がユーザを内線番号で正し く 識別し た と 判断で き ます。

ステ ッ プ 4 メ ッ セージを聞き ます。
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ステ ッ プ 5 メ ッ セージを聞いた ら、メ ッ セージを削除し ます。

ステ ッ プ 6 電話機 1 の MWI が非ア ク テ ィ ブになってい る こ と を確認し ます。MWI が非ア ク テ ィ ブになっ
ている場合、MWI をオフにする こ と に関し て電話シ ス テム と  Cisco Unity Connection が正常に連
動し ている と 判断で き ます。

ステ ッ プ 7 電話機 1 を切 り ます。

ステ ッ プ 8 [ポー ト  モニ タ（Port Monitor）] で、その通話を処理し ている ポー ト の状態が [ア イ ド ル（Idle）] に
変化し た こ と を確認し ます。こ の状態は、通話の終了時にポー ト が正常に リ リ ース された こ と を
示し ています。

Cisco Unity Connection で監視転送を設定する

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、テ ス ト  ユーザの [転送オプシ ョ ンの編集（Edit Transfer 
Option）] ページの [転送タ イ プ（Transfer Type）] フ ィ ール ド にあ る  [転送を管理する（Supervise 
Transfer）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [待機する呼び出し回数（Rings to Wait For）] フ ィ ール ド に 3 と 入力し ます。

ステ ッ プ 3 [保存（Save）] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 [Cisco Unity Connection Administration（Cisco Unity Connection Administration）] ウ ィ ン ド ウ を最小
化し ます。

[Cisco Unity Connection の管理（Cisco Unity Connection Administration）] ウ ィ ン ド ウは、後の手順
で再び使用する ので閉じ ないで く だ さ い。

監視転送をテス ト する

ステ ッ プ 1 電話機 2 で、外線に接続する ために必要なア ク セ ス  コー ド を入力し、外部発信者が Unity 
Connection に直接ダ イ ヤルする ために使用する番号を入力し ます。

ステ ッ プ 2 Port Monitor で、どのポー ト が こ の通話を処理する かを確認し ます。

ステ ッ プ 3 オープニン グ  グ リ ーテ ィ ン グが再生さ れた ら、電話機 1 の内線番号を入力し ます。オープニング  
グ リ ーテ ィ ン グが再生さ れた場合、そのポー ト は正し く 設定されています。

ステ ッ プ 4 電話機 1 の呼び出し音が鳴る こ と と 、電話機 2 で呼び出し ている音が聞こ えない こ と を確認し ま
す。その代わ り に、通話が保留中であ る と 判断で き る よ う に電話シ ス テムで使用する音（音楽な
ど）を再生する必要があ り ます。

ステ ッ プ 5 電話機 1 を無応答のま まに し、その通話を処理し てい る ポー ト の状態が [ビジー（Busy）] に変化
し た こ と を確認し ます。こ の状態にな り 、保留中であ る こ と を示す音が聞こ えた場合、Unity 
Connection は転送を監視し ています。

ステ ッ プ 6 呼び出し音が 3 回鳴ってか ら、テ ス ト  ユーザ用のグ リ ーテ ィ ングが再生さ れる こ と を確認し ま
す。グ リ ーテ ィ ン グが再生さ れる のは、Cisco Unity Connection が管理対象の転送通話を正常に再
発信し た こ と を意味し ます。

ステ ッ プ 7 グ リ ーテ ィ ン グが再生さ れている間に電話機 2 を切 り ます。

ステ ッ プ 8 [ポー ト  モニ タ（Port Monitor）] で、その通話を処理し ている ポー ト の状態が [ア イ ド ル（Idle）] に
変化し た こ と を確認し ます。こ の状態は、通話の終了時にポー ト が正常に リ リ ース された こ と を
示し ています。
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ステ ッ プ 9 [Stop Polling] を選択し ます。

ステ ッ プ 10 RTMT を終了し ます。

テス ト  ユーザを削除する

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administration で、[ユーザ（Users）] を展開し、[ユーザ（Users）] を選択し
ます。

ステ ッ プ 2 [ユーザの検索] ページで、テ ス ト  ユーザの左のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ 3 [選択項目の削除（Delete Selected）] を選択し ます。

Unity Connection で Cisco Unified CM の認証 と 暗号化を設定し ている場合は、次の手順を実行し
ます。

Cisco Unified CM の認証と暗号化をテス ト するには

ステ ッ プ 1 電話機 1 で、Unity Connection の内部パイ ロ ッ ト 番号をダ イ ヤルし ます。

ステ ッ プ 2 電話機の LCD に認証ア イ コ ン と 暗号化ア イ コ ンのいずれか（ま たは両方）が表示さ れる こ と を
確認し ます。

ステ ッ プ 3 電話機 1 を切 り ます。
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複数の連動用の新しいユーザ テンプレー ト
の追加

最初の電話シ ス テム連動を作成する と 、その電話シ ス テムが、デフ ォル ト のユーザ テンプレー ト
で自動的に選択さ れます。こ の電話シ ス テム連動を作成し たあ と で追加し たユーザは、デフ ォル
ト で こ の電話シ ス テムに割 り 当て られます。

ただ し、追加の電話シ ス テム連動を作成する たびに、ユーザを新し い電話シ ス テムに割 り 当て る
適切なユーザ テンプレー ト を新たに追加する必要があ り ます。新し い電話シ ス テムに割 り 当て
る新し いユーザを追加する前に、新し いテンプレー ト を追加する必要があ り ます。

新し いユーザ テンプレー ト の追加の詳細、ま たは新規ユーザを追加する際のユーザ テンプレー
ト 選択の詳細については、『System Administration Guide for Cisco Unity Connection Release 11.x』の
「User Attributes」の章に記載されている「User Templates」の項を参照し て く だ さ い。こ のガ イ ド は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/administration/guide/11xcucsag

x.html か ら入手可能です。
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Cisco Unified Communications Manager との統
合への Cisco Unified Communications Manager 
Express の追加

Cisco Unity Connection では、Cisco Unified CM サーバおよび Cisco Unified Communications 
Manager Express サーバのポー ト  グループを持つ Cisco Unified Communications Manager 電話シ
ス テム連動を統合で き ます。こ の設定は通常、WAN リ ン ク がダ ウ ン し た場合にブ ラ ンチ オフ ィ
スで呼処理機能を維持する ために使用さ れます。

ただ し、次の考慮事項があ り ます。

 • Cisco Unified CM Express および Cisco Unity Connection のバージ ョ ンは、Cisco Unity 

Connection の互換性マ ト リ ク ス
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_device_support_tables_list.html）でサ
ポー ト さ れる組み合わせであ る必要があ り ます。

 • Cisco Unified CM 電話シ ス テム連動は通常、Cisco Unified CM Express を追加する前にすでに
作成さ れています。

Cisco Unified CM Express サーバを  Cisco Unified CM に追加する には、次の手順を実行し ます。

Cisco Unified CM Express サーバを  Cisco Unified CM 電話システム連動に追加する方法

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administrationで [テ レ フ ォ ニー統合（Telephony Integrations）] を展開し、
[ポー ト  グループ（Port Group）] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ポー ト  グループの検索（Search Port Groups）] ページで、Cisco Unified CM サーバのポー ト  グ
ループの名前を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [ポー ト  グループの基本設定（Port Group Basics）] ページの [編集（Edit）] メ ニ ューで、[サーバ
（Servers）] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 [サーバの編集（Edit Servers）] ページの [Cisco Unified Communications Manager（Cisco Unified 
Communications Manager）] で、[追加（Add）] を選択し ます。

ステ ッ プ 5 新し い行で、次の設定を入力し ます。
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ステ ッ プ 6 [保存（Save）] を選択し ます。

ステ ッ プ 7 [編集（Edit）] メ ニ ューで、[詳細設定（Advanced Settings）] を選択し ます。

ステ ッ プ 8 [詳細設定の編集（Edit Advanced Settings）] ページの [応答後の待機時間（Delay After Answer）] 
フ ィ ール ド で、1000 と 入力し、[保存（Save）] を選択し ます。

ステ ッ プ 9 [編集（Edit）] メ ニ ューで、[ポー ト  グループの基本設定（Port Group Basics）] を選択し ます。

ステ ッ プ 10 [ポー ト  グループの基本設定（Port Group Basics）] ページで、[ リ セ ッ ト （Reset）] を選択し ます。

ステ ッ プ 11 リ セ ッ ト に よ ってすべての コール ト ラ フ ィ ッ ク が停止さ れる こ と を示す メ ッ セージが表示され
た ら、[OK] を選択し ます。

ステ ッ プ 12 [関連 リ ン ク（Related Links）] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト で、[ポー ト  グループのテ ス ト （Test Port 
Group）] を選択し、[移動（Go）] を選択し て Cisco Unified CM Express ポー ト  グループ設定を確定
し ます。

ステ ッ プ 13 テ ス ト に よ って進行中の コールが終了さ れる と い う プ ロ ンプ ト が表示された ら、[OK] を選択し
ます。

テ ス ト に失敗し た場合は、[タ ス ク の実行結果（Task Execution Results）] に 1 つ以上の メ ッ セージ
が ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ手順 と 共に表示さ れます。問題を解決し た後に、も う 一度接続をテ ス
ト し て く だ さ い。

ステ ッ プ 14 [タ ス ク の実行結果（Task Execution Results）] ウ ィ ン ド ウで [閉じ る（Close）] を選択し ます。

ステ ッ プ 15 Cisco Unity Connection Administration か ら ロ グア ウ ト し ます。

表 6-1 Cisco Unified CM Express サーバの設定 

フ ィ ール ド 設定

順序 Cisco Unified CM よ り 大きい数を入力し ます。数値の最も小さ いサーバ
がプ ラ イ マ リ  Cisco Unified CM サーバで、数値がプ ラ イ マ リ よ り も大き
い場合はセカ ンダ リ  サーバです。

IPv4 ア ド レ ス /ホ ス
ト 名（IPv4 Address 
or Host Name）

Cisco Unified CM ポー ト  グループに追加する  Cisco Unified CM Express 
サーバの IPv4 ア ド レ ス（ま たはホ ス ト 名）を入力し ます。

IPv6 ア ド レ ス /ホ ス
ト 名（IPv6 Address 
or Host Name）

こ のフ ィ ール ド は、Cisco Unified CM Express 統合に使用し ないで く だ さ
い。Cisco Unity Connection および Cisco Unified CM Express では、IPv6 が
サポー ト されません。

IP ア ド レ ス /ホ ス ト
名（IP Address or 
Host Name）

Cisco Unified CM ポー ト  グループに追加する  Cisco Unified CM Express 
サーバの IP ア ド レ ス（ま たはホ ス ト 名）を入力し ます。

[ポー ト （Port）] Cisco Unified CM ポー ト  グループに追加する  Cisco Unified CM Express 
サーバの TCP ポー ト を入力し ます。デフ ォル ト 設定を使用する こ と を推
奨し ます。

TLS ポー ト （TLS 
Port）

Cisco Unified CM ポー ト  グループに追加する  Cisco Unified CM Express 
サーバの TLS ポー ト を入力し ます。デフ ォル ト 設定を使用する こ と を推
奨し ます。
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